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な
お
、
撮
影
し
た
映
像
は
、

上
映
会
等
で
活
用
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
方

�
市
内
で
の
第
二
次
世
界
大
戦

の
戦
前
、
戦
中
の
体
験
談
を
語

る
こ
と
が
で
き
る
方

�
旧
日
立
航
空
機
㈱
変
電
所
に

勤
務
し
て
い
た
方
で
、
体
験
談

を
語
る
こ
と
が
で
き
る
方

※
共
に
現
在
、
市
外
に
お
住
ま

い
の
方
も
対
象
で
す
。

▽
撮
影　

６
月
〜
７
月
頃
に
、

体
験
談
を
語
る
様
子
を
撮
影

▽
応
募
期
限　

５
月　

日
貊

１５

■
平
和
文
集
の
原
稿
を
募
集

　

市
で
は
、
戦
争
体
験
者
の
思

い
を
後
世
に
伝
え
る
平
和
文
集

を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。
８

月
の
発
行
に
あ
た
り
、
原
稿
を

募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の

小
学
５
・
６
年
生
及
び
中
学
生

か
ら
の
作
文
も
募
集
し
ま
す
。

◎
戦
争
体
験
記

�
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
前
・

戦
中
・
戦
後
の
体
験
記

�
市
内
で
空
襲
に
遭
っ
た
身
内

の
方
か
ら
聞
い
た
体
験
記

※
字
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
及

び
中
学
生
の
作
文

　

戦
後　

年
を
迎
え
る
年
に
戦

７０

争
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
を
概
ね　

字
以
内
で
お
書
き

８００

く
だ
さ
い
。

▽
提
出
様
式　

書
式
は
自
由
で

す
が
、企
画
課（
市
役
所
４
階
）、

東
大
和
市
ふ
れ
あ
い
広
場
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、公
民
館
、図
書
館

で
は
、
専
用
の
原
稿
用
紙
を
配

布
し
て
い
ま
す
。 
な
お 
、 
原
稿
用

紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
記
入
事
項　

①
題
名
②
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢

（
学
年
）
⑤
電
話
番
号

※
文
集
に
は
町
名
、
氏
名
、
年

齢
を
掲
載
し
ま
す
。

▽
応
募
期
限　

５
月　

日
貊

２９

【
共
通
事
項
】

▽
応
募
方
法

�
戦
争
映
像
記
録

：

企
画
課
ま

で
直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
（
〒　
　

東
大
和
市
中
央

２０７-
８５８５

３
―　

）、
フ
ァ
ク
ス
（　

―　

９３０

０４２

５６３

―
５
９
３
２
）、
メ
ー
ル（kika

ku@
city.higashiyam

ato.lg.
jp

）の
場
合
は
、
氏
名
及
び
電
話

番
号
を
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
メ

ー
ル
の
場
合
は
、
１
週
間
以
内

に
受
信
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

�
平
和
文
集

：

企
画
課
ま
で
直

接
持
参
す
る
か
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
に
て
ご
提
出
く

だ
さ
い（
提
出
が
困
難
な
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

▽
著
作
権　

市
に
帰
属
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
企
画

課
・
内
線
１
４
２
５
ま
で
。

　

博
物
館
で
は
、
夏
に
戦
争
に

つ
い
て
の
企
画
展
示
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
戦
争
や
戦
時
中
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
資
料
を
展
示

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
方

は
博
物
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
と

２７

５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、
五
一
〇
億
一
七

三
万
六
、
〇
〇
〇
円
（
前
年
度

比　

％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

７.４

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

住
民
票
の
写
し
等
を
交
付
す
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
地
域
の

公
園
に
つ
い
て
は
、
特
色
化
と

長
寿
命
化
を
図
る
な
ど
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
基
本
計
画
の
策

定
や
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

図
る
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

福
祉
の
行
き
渡
っ
た
ま
ち
づ

今号の主な記事
　平成 27年度予算の概要  ……………1～ 3面
自転車保険に加入しましょう  …………4面
うまかんべぇ～祭
　　メニュー・出展団体が決定  ………5面
市立小・中学校セーフティ教室・
　道徳授業地区公開講座・学校公開  …8面
生活困窮者自立支援制度  ………………9面

特集記事

平 成 2 7 年 度 か ら の
福祉・保健分野の計画を
策定しました……6・7面

住
み
よ
い
、
活
気
あ
る
 

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

平
成
 ２７
 年
度
予
算
 

住
み
よ
い
、
活
気
あ
る
 

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

市
で
は
、
公
民
館
を

中
心
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
「
東
大
和
を
も
っ

と
も
っ
と
、
住
ん
で
い

る
人
に
は
楽
し
く
て
、

安
心
で
き
て
、
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
ね
て
く
れ

る
ま
ち
に
す
る
」
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

私
た
ち
で
ま
ち
の
魅

力
を
発
見
し
、
発
信
し

て
い
く
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
・

講
演
会
「
夢
お
こ
し
！　

ま
ち

お
こ
し
！　
　

東
大
和
〜
ど
ん

in

な
ま
ち
に
も
宝
は
あ
る
〜
】

　

住
民
が
知
恵
や
才
能
を
出
し

あ
っ
て
元
気
に
な
っ
て
い
る
自

治
体
は
、
全
国
に
あ
り
ま
す
。

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
里
山
資
本

主
義
』
の
著
者
・
藻
谷
浩
介
氏

（
㈱
日
本
総
合
研
究
所
主
席
研

究
員
）
に
、
東
大
和
市
の
よ
う

な
小
さ
な
自
治
体
で
「
夢
お
こ

し
」
を
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　

５
月　

日
貍
午
前
９

１６

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
定
員　
　

人（
当
日
先
着
順
）

３００

▽
保
育　

１
歳
以
上
の
未
就
学

児
（
申
込
期
限
は
５
月
７
日
貅
）

【
今
後
の
予
定
】

ま
ち
お
こ
し
の
仕
掛
け
人
基
礎

講
座
／
５
月　

日
貅
〜
７
月
９

２８

日
貅
（
全
６
回
）／
午
後
２
時
〜

４
時
／　

人
（
申
込
順
）
／
講

３０

師　

池
田
真
紀
氏
（
東
京
農
業

大
学
非
常
勤
講
師
）

※
他
に
も
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。
市
報
、
こ
う
み

ん
か
ん
だ
よ
り
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
・
保
育
の
申
込
み　

中
央
公
民
館
�　

―　

―
２
４

０４２

５６４

５
１
ま
で
。

【
中
央
図
書
館
で
同
時
開
催
の

催
し
物
「
夢
お
こ
し
！　

ま
ち

お
こ
し
！
」
図
書
展
】

　

藻
谷
氏
著
書
や
ま
ち
お
こ
し

の
資
料
を
展
示
・
貸
出
し
ま
す
。

▽
期
間
・
場
所　

４
月　

日
貊

１７

〜
５
月　

日
豺
・
中
央
図
書
館

１８

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

戦争映像記録・平和文集 

出演者・ 
原稿を募集 

中
央
公
民
館
・
新
事
業 

こ
こ
が
ふ
る
さ
と
・ 

　
　
東
大
和
の
魅
力 

　
　
　
発
見
・
発
信
し
隊 

く
り
と
し
て
は
、
民
間
保
育
園
に

お
け
る
定
員
拡
大
や
、
分
園
設
置

と
園
舎
増
築
に
よ
り
、
待
機
児
童

の
解
消
と
子
育
て
支
援
の
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
市
役
所
本
庁
舎

及
び
現
業
棟
の
耐
震
補
強
等
工
事

や
（
仮
称
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
整
備
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
２
・
３
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

財
政
課
・
内
線
１
４

３
１
ま
で
。

■
戦
争
映
像
記
録
の
出
演

者
を
募
集

　

戦
後　

年
を
迎
え
、
戦

７０

争
を
体
験
さ
れ
た
方
は
高

齢
と
な
り
、
戦
争
の
記
憶

を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
戦
争
の
体
験

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
戦
争
映
像
記

録
に
出
演
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
、
映
像

記
録
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

一般会計及び特別会計の予算総額
（単位：千円、％）

増減率平成26年度平成27年度会 計 名

7.528,366,00030,491,000一般会計

13.59,621,66810,919,443国民健康
保険事業

特　

別　

会　

計

0.42,180,1282,189,183下 水 道
事 業

△ 17.0267,230221,851土地区画
整理事業

1.05,390,5945,444,247介護保険
事 業

5.71,641,7621,736,012後期高齢
者 医 療

7.447,467,38251,001,736合　　計

市債（借入金） 
 

その他 

都支出金 

国庫支出金 

市　税 

市民税、 
固定資産税、 
都市計画税など　 

121億1,877万2千円 
（39.7%） 

（8.0%） 

41億8,658万6千円 
（13.7%） 

55億9,260万4千円 
（18.3%） 

歳入合計  
304億9,100万円 
（100.0％） 

16億円（5.2%） 
地方交付税 

その他 

消防費 11億1,299万円（3.7%） 
　　　消防団活動・災害対策など 

 
15億6,319万9千円（5.1%） 
市債（借入金）の返済 

衛生費 

教育費 

総務費 

公債費 

民生費 

東京都からの 
負担金、補助金など 

国からの 
負担金、補助金など 

繰入金、繰越金 
分担金及び負担金など 

歳入 

160億8,975万7千円 
　（52.8%） 

 予防接種等の保健 
衛生、ごみ処理など 

市役所・市民センターの 
管理、防犯対策など 

学校の環境整備、 
公民館・図書館の運営など 

（　）内は構成比 

（　）内は構成比 

（1.8%） 

24億5,070万円 
（8.0%） 

地方消費税交付金 
17億385万1千円 
（5.6%） 

4億4,420万1千円 
（1.5%） 

23億5,767万3千円 
（7.7%） 

40億5,759万円 
　（13.3%） 

29億8,500万9千円 
　（9.8%） 

17億7,913万7千円（5.8%） 

高齢者や障害者、 
児童などの福祉 

使用料及び手数料 

道路・公園の整備など 

歳出合計  
304億9,100万円 
（100.0％） 

歳出 

公共事業の資金調達 
のための借入金など 

土木費 

一般会計の構成 

▲藻谷浩介氏
（写真：薈田純一氏提供）

有害ごみ・スプレー缶類が原因で火災事故等が発生しています 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごと袋に分けて
排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

郷
土
博
物
館 

戦
争
の
資
料
を 

お
貸
し
く
だ
さ
い 
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一　

般　

会　

計　

　

予
算
総
額
は
、三
〇
四
億
九
、

一
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度
比　
７.５

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳　

入
■

　

市
税
は
、
一
二
一
億
一
、
八

七
七
万
二
、
〇
〇
〇
円
で
、
前

年
度
比　

％
の
減
と
な
り
、
歳

０.３

入 
予 
算 
の 　

・
７
％
を
占
め
て

３９

い
ま
す
。
税
目
別
で
は
、
市
民

税
個
人
は
、
現
年
課
税
分
の
給

与
特
別
徴
収
が
増
額
と
な
り
ま

し
た
が
、
滞
納
繰
越
分
が
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
市
民
税
法
人

に
つ
い
て
は
、
税
制
改
正
に
よ

る
税
率
の
引
き
下
げ
等
に
伴

い　

％
の
減
と
し
ま
し
た
。

４.５

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
は
、
評

価
替
え
に
伴
う
在
来
家
屋
の
経

年
減
価
分
等
を
考
慮
し
、
前
年

度
比　

％
の
減
と
し
ま
し
た
。

０.５

　

地
方
交
付
税
は
、
総
額
で
一

六
億
円
を
見
込
み
、
こ
の
う
ち

普
通
交
付
税
は
一
四
億
円
で
、

前
年
度
比　

・
6
％
の
減
と
し

１７

ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
市
役
所
本

庁
舎
及
び
現
業
棟
の
耐
震
補
強

等
工
事
に
係
る
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比　

％
の
増
と
な
り
ま
し

５.０

た
。

　

都
支
出
金
は
、
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
緊
急
整
備

支
援
事
業
補
助
金
の
新
規
計
上

等
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
保
育

園
の
施
設
整
備
が
完
了
し
た
こ

と
に
伴
う
保
育
所
緊
急
整
備
事

業
補
助
金
の
皆
減
等
に
よ
り
、

前
年
度
比　

％
の
減
と
な
り
ま

０.３

し
た
。

　

市
債
は
、
二
四
億
五
、
〇
七

〇
万
円
で
、前
年
度
比　

・
1
％

３５

の
増
と
し
ま
し
た
。
今
年
度
の

対
象
事
業
は
、
本
庁
舎
耐
震
補

強
事
業
や
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
新
築
事
業
等
の
９
件
で
す
。

ま
た
、
地
方
財
政
対
策
と
し
て

の
臨
時
財
政
対
策
債
は
一
二
億

五
、
〇
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度

比　

・
7
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

１６
■
歳　

出
■

　

総
務
費
で
は
、
中
学
生
の
広

島
平
和
記
念
式
典
へ
の
派
遣
の

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
住
民
票
の
写
し
等
を
交

付
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

な
ど
、
市
民
の
利
便
性
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
本

庁
舎
及
び
現
業
棟
の
耐
震
補
強

等
工
事
を
行
う
な
ど
、
各
施
設

の
経
年
劣
化
等
へ
の
対
応
を
行

い
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、（
仮
称
）
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け

て
施
設
整
備
等
を
進
め
る
ほ
か
、

民
間
保
育
園
に
お
け
る
定
員
増

と
分
園
設
置
、
学
童
保
育
所
指

導
員
の
増
員
や
、
ラ
ン
ド
セ
ル

来
館
事
業
の
拡
充
等
を
図
る
な

ど
、
引
き
続
き
子
育
て
支
援
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
祝
日
等
に
お

け
る
歯
科
応
急
診
療
や
、
男
性

の
特
定
不
妊
治
療
助
成
を
実
施

す
る
な
ど
、
保
健
・
医
療
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
廃
棄
物
の
戸
別

収
集
に
つ
い
て
事
業
の
安
定
化

を
図
る
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

商
工
費
で
は
、「
東
大
和
市
創

業
塾
」を
開
催
し
、創
業
希
望
者

へ
の
支
援
を
行
い
、
商
店
街
装

飾
灯
の
新
設
等
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
な
ど
、
市
内
商

店
街
等
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
市
内
全
域
の

街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新

し
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
経
費

の
節
減
を
図
り
ま
す
。ま
た
、必

要
な
地
域
幹
線
道
路
の
補
修
及

び
改
良
工
事
と
、
都
市
計
画
道

路
３
・
５
・　

号
線
の
道
路
築
造

２０

工
事
等
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他

雨
水
対
策
と
し
て
、
雨
水
浸
透

施
設
の
設
置
な
ど
、
大
雨
時
の

 
溢
水 
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

い
っ
す
い

　

消
防
費
で
は
、
消
防
団
・
第

六
分
団
の
ホ
ー
ス
タ
ワ
ー
設
置

等
工
事
や
、
小
中
学
校
に
お
け

る
災
害
対
策
用
備
蓄
食
糧
を
整

備
す
る
な
ど
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
備
え
に
つ
い
て
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
協
力
指
導
員

（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

や
、
全
小
学
校
に
学
習
支
援
員

を
配
置
す
る
な
ど
、
児
童
・
生

徒
の
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
４
校
と
中
学

校
２
校
の
校
舎
外
壁
改
修
工
事

に
加
え
、
小
学
校
５
校
に
お
け

る
災
害
対
策
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
設
置
と
、
中
学
校
２
校

に
お
け
る
ト
イ
レ
の
改
修
経
費

を
計
上
す
る
な
ど
、 環
境
・
衛
生

面
で
の
改
善
に
努
め
ま
す
。
な

お
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
４
月
の

２９

稼
働
に
向
け
、
２
か
年
事
業
と

し
て
新
築
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
教
育
費
で
は
、

第
三
次
東
大
和
市
生
涯
学
習
推

進
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
公

民
館
事
業
に
お
い
て
、
東
大
和

市
の
魅
力
を
発
見
・
発
信
す
る

た
め
の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
貴
重
な
郷
土
資
料
と
な

る
「
里
正
日
誌
」
の
刊
行
や
、

吉
岡
堅
二
画
伯
の
作
品
の
表
装

を
継
続
し
て
行
い
、
将
来
に
向

け
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

市
債
（
借
入
金
）
の
返
済
に

当
た
る
公
債
費
は
、一
五
億
六
、

三
一
九
万
九
、
〇
〇
〇
円
で
、

前
年
度
比　

％
の
減
と
な
り
ま

７.１

し
た
。
平
成　

年
度
末
の
市
債

２７

残
高
は
一
九
六
億
九
、
五
七
三

万
八
、〇
〇
〇
円
で
、平
成　

年
２６

度
末
に
比
べ
て
一
一
億
一
九
三

万
七
、
〇
〇
〇
円
の
増
と
な
る

見
込
み
で
す
。

�

平
成
 ２７
 年
度
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

予
算
の
概
要
 ▲耐震補強工事を行う市役所

　本庁舎

　　　　　 　基金（積立金）の状況　 （単位：千円）
平　成　27　年　度平成 26年度 末

現在高
（見込）

区　　分 年度末現在高
( 見込 )とりくずし額積立金

1,711,496 458,420 659 2,169,257 財 政 調 整 基 金

506,014 0 116 505,898 一 般 会 計 減 債 基 金

776,634 450,000 270 1,226,364 施 設 整 備 等 基 金

73 0 0 73 
上北台駅周辺土地区画整理
事業関連施設整備等基金

25,308 0 13 25,295 り 災 救 助 基 金

182,911 0 42 182,869 緑 化 基 金

39,510 0 9 39,501 まちづくり文化基金

44,292 0 12 44,280 長 寿 社 会 福 祉 基 金

3,286,238908,420 1,121 4,193,537 合　　計

　　　　　 　市債（借入金）の状況　 （単位：千円）
平　成　27　年　度平成 26年 度 末

現在高
（見込）

区　　分 年度末現在高
( 見込 )

元金償還
見込額

起債
見込額

389,957 55,533 170,800 274,690 総務債（本庁舎耐震補強事業等）

301,246 30,948 0 332,194 民生債（福祉施設整備等）

11,310 5,567 0 16,877 衛生債（保健衛生施設整備等)

2,338,776 381,987 73,000 2,647,763 土木債(都市計画道路整備等)

2,114,875 107,171 956,900 1,265,146 教育債(学校教育施設整備等)

672,710 106,466 0 779,176 住民税等減税補てん債

63,361 30,708 0 94,069 臨 時 税 収 補 て ん 債

13,595,835 615,675 1,250,000 12,961,510 臨 時 財 政 対 策 債

191,168 14,708 0 205,876 減 収 補 て ん 債

19,679,238 1,348,763 2,450,700 18,577,301 小　　計（一般会計）

10,883,878 1,050,175 509,400 11,424,653 下水道債（下水道事業特別会計）

30,563,116 2,398,938 2,960,100 30,001,954 合　　計

8 款　土 木 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○武蔵大和駅第 3 自転車等駐車場拡幅整備工事費 700万円
○街路灯のＬＥＤ化に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,186万円
○地域幹線道路の舗装・補修、改良工事費 1億 130万円
○歩道の改良工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 500万円
○雨水浸透施設設置工事費（雨水対策） 500万円
○コミュニティバス停留所ベンチ設置等工事費及び車両購入費　　　　　　 2,152万円
○公園の長寿命化に係る経費（特色ある公園づくりを含む） 1,184万円
○都市計画道路 3・5・20号線の用地買収及び道路築造等に係る経費 3億 3,141万円
 
9 款　消 防 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○消防団資機材購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 238万円
○消防団・第六分団のホースタワー設置等工事費　　　　　　　　　　　　　 830万円
 
10款　教 育 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○通学路の防犯カメラ設置に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,121万円
○協力指導員（ティームティーチャー）の配置に係る経費　　　　　　　　　 636万円
○学習支援員の配置に係る経費（小学校 10校） 750万円
○スクールソーシャルワーカーの配置に係る経費　　　　　　　　　　　　　 291万円
○小学校校舎外壁改修工事費（一小、二小、六小、十小） 1億 9,702万円
○災害対策用マンホールトイレ設置工事費 (小学校 5校及び桜が丘市民広場 )  3,427万円
○中学校トイレの改修等に係る経費（二中、四中）  462万円
○中学校校舎外壁改修工事費（一中、三中） 1億 2,242万円
○「里正日誌」の刊行等に係る経費 380万円
○第三次東大和市生涯学習推進計画の策定に係る経費　　　　　　　　　　　　80万円
○ここがふるさと・東大和の魅力発見・発信に係る経費 300万円
○新学校給食センターの建設等に係る経費　  11億 6,166万円
○私立幼稚園等園児の保護者負担の軽減に係る経費（補助金の増額） 2,038万円

2 款　総 務 費　 
○本庁舎及び現業棟耐震補強等工事費 3億 7,478万円
○平和事業の充実に係る経費 272万円
○公共施設案内・予約システムの導入に係る経費 288万円
○コンビニエンスストアにおける住民票の写し等の交付に係る経費 270万円
 
3 款　民 生 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○（仮称）総合福祉センター施設整備費等補助金 1億 5,000万円
○高齢者見守りぼっくすの開設による運営経費等　　　　　　　　　　　　 1,210万円
○紫水保育園及びテマリ保育園の定員増に伴う運営経費　　　　　　　　　 3,245万円
○テマリ保育園の分園設置に伴う運営経費　　　　　　　　　　　　　　　 3,914万円
○谷里保育園の園舎増築に伴う運営経費　　　　　　　　　　　　　　　　 1,026万円
○学童保育事業の充実等に係る経費（ランドセル来館事業を含む） 2,111万円
○生活困窮者の自立支援に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,540万円
 
4 款　衛 生 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○男性の特定不妊治療費助成に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　30万円
○救急医療体制の整備に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,157万円
○祝日等歯科応急診療に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 205万円
○環境基本計画の策定に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 460万円
 
6 款　農 林 業 費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○農産物直売所マップ作成委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54万円
 
7 款　商 工 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○新・元気を出せ商店街事業補助金（商店街装飾灯の新設等補助） 500万円
○創業支援事業に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80万円
○消費生活相談の充実に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62万円

一般会計の主な事業（目的別）
（単位未満四捨五入）　
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４
月
１
日
付
の
部
課
長
級
人

事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。〔　

〕
内
の
職
名
は
前
職

【
部
長
級
】

▽
企
画
財
政
部
参
事
兼
企
画
課

長
兼
企
画
担
当
係
長
事
務
取
扱

田
代
雄
己
〔
企
画
財
政
部
参
事

兼
企
画
課
長
事
務
取
扱
〕

▽
市
民
部
長　

広
沢
光
政
〔
福

祉
部
参
事
兼
高
齢
介
護
課
長
事

務
取
扱
〕

▽
福
祉
部
参
事
兼
高
齢
介
護
課

長
事
務
取
扱　

尾
崎
淑
人
〔
福

祉
部
生
活
福
祉
課
長
兼
庶
務
係

長
事
務
取
扱
〕

▽
都
市
建
設
部
長
（
再
任
用
）

内
藤
峰
雄
〔
都
市
建
設
部
長
〕

▽
学
校
教
育
部
参
事
兼
指
導
室

長
事
務
取
扱　

岡
田
博
史
〔
東

京
都
教
育
庁
〕

【
課
長
級
】

〈
企
画
財
政
部
〉

▽
副
参
事
（
公
共
施
設
等
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
担
当
）　

遠
藤
和
夫

〔
企
画
課
企
画
担
当
係
長
〕

▽
財
政
課
長
兼
主
査
（
調
査
担

当
）
事
務
取
扱　

川
口
荘
一
〔
財

政
課
長
〕

〈
総
務
部
〉

▽
総
務
管
財
課
長　

中
野
哲
也

〔
環
境
部
副
参
事
（
ご
み
減
量

施
策
担
当
）〕

〈
市
民
部
〉

▽
課
税
課
長
兼
主
査
（
市
民
税

担
当
）
事
務
取
扱　

矢
吹
勇
一

〔
課
税
課
長
〕

▽
納
税
課
長　

中
山
仁
〔
納
税

課
長
兼
納
税
係
長
事
務
取
扱
〕

〈
福
祉
部
〉

▽
副
参
事
（
臨
時
福
祉
給
付
金

等
担
当
）　

新
海
隆
弘
〔
子
ど

も
生
活
部
子
育
て
支
援
課
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
〕

▽
生
活
福
祉
課
長　

東
栄
一

〔
総
務
部
総
務
管
財
課
長
〕

〈
環
境
部
〉

▽
副
参
事
（
ご
み
減
量
施
策
担

当
）　

長
瀬
正
人
〔
福
祉
部
副
参

事
（
健
康
施
策
担
当
）〕

〈
都
市
建
設
部
〉

▽
都
市
計
画
課
長　

神
山
尚

〔
都
市
計
画
課
長
兼
地
域
整
備

係
長
事
務
取
扱
〕

▽
土
木
課
長　

寺
島
由
紀
夫

〔
土
木
課
長
兼
土
木
係
長
兼
交

通
安
全
対
策
係
長
事
務
取
扱
〕

▽
建
築
課
長
（
学
校
教
育
部
副

参
事
（
教
育
施
設
担
当
））　

中

橋
健
〔
建
築
課
長
兼
建
築
係
長

（
学
校
教
育
部
副
参
事
（
教
育

施
設
担
当
）
兼
学
校
教
育
課
施

設
係
長
）
事
務
取
扱
〕

〈
社
会
教
育
部
〉

▽
社
会
教
育
課
長
兼
主
査
（
生

涯
学
習
推
進
計
画
等
担
当
）
事

務
取
扱　

村
上
敏
彰
〔
社
会
教

育
課
長
〕

▽
中
央
公
民
館
長　

尾
又
恵
子

〔
中
央
公
民
館
事
業
係
長
〕

◎
退
職
（
３
月　

日
付
）

３１

【
部
長
級
】

▽
市
民
部
長　

関
田
守
男

【
課
長
級
】

▽
中
央
公
民
館
長　

福
島
啓
二

◎
派
遣
解
除
（
３
月　

日
付
）

３１

【
部
長
級
】

▽
学
校
教
育
部
参
事
兼
指
導
室

長
事
務
取
扱　

石
井
卓
之

〔　

〕
内
の
校
名
は
前
任
校

【
校
長
】（
４
月
１
日
付
）

▽
第
二
小　

澤
闢
彰
一
〔
瑞
穂

町
立
瑞
穂
第
二
小
学
校
長
〕

▽
第
七
小
（
再
任
用
）
杉
本
快

枝
〔
第
七
小
学
校
長
〕

▽
第
九
小
（
再
任
用
）
大
中
勲

〔
第
九
小
学
校
長
〕

▽
第
十
小　

吉
行
一
敏
〔
三
宅

村
立
三
宅
小
学
校
長
〕

▽
第
一
中
（
再
任
用
）
曽
根
信

行
〔
第
一
中
学
校
長
〕

▽
第
二
中　

松
村
正
博
〔
第
三

中
学
校
副
校
長
〕

▽
第
五
中　

山
本
武
〔
八
王
子

市
教
育
委
員
会
統
括
指
導
主

事
〕

【
副
校
長
】（
４
月
１
日
付
）

▽
第
三
中　

岩
井
秀
雄
〔
練
馬

区
立
大
泉
北
中
学
校
副
校
長
〕

▽
第
四
中　

田
中
博
〔
立
川
市

立
立
川
第
五
中
学
校
副
校
長
〕

▽
第
五
中　

上
沢
利
美
〔
東
村

山
市
立
東
村
山
第
二
中
学
校
主

幹
教
諭
〕

◎
転
出
（
４
月
１
日
付
）

▽
武
蔵
村
山
市
立
雷
塚
小
学
校

長　

井
内
潔
〔
第
二
小
学
校
長
〕

▽
八
王
子
市
立
横
川
小
学
校
長

杉
本
信
代
〔
第
十
小
学
校
長
〕

▽
府
中
市
立
府
中
第
九
中
学
校

長　

闍
岡
麻
美
〔
第
二
中
学
校

長
〕

▽
武
蔵
村
山
市
立
第
三
中
学
校

副
校
長　

澤
井
裕
一
〔
第
四
中

学
校
副
校
長
〕

▽
調
布
市
立
第
四
中
学
校
副
校

長　

吉
岡
正
元
〔
第
五
中
学
校

副
校
長
〕

◎
退
職
（
３
月　

日
付
）

３１

▽
第
五
中
学
校
長
（
再
任
用
）

半
田
道
夫

�

特別会計の概要
　（単位未満四捨五入）

国民健康保険事業 109億 1,944万円　　
　国民健康保険の加入者に係る療養給付費や出産育児一時金等の保険給付費、
後期高齢者医療制度に係る支援金等を予算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 12億 9,778万円、13.5％の増となっています。
〈主な歳入〉 
〇国民健康保険税 20億　 227万円
〇国庫支出金 19億 1,239万円
〇一般会計繰入金 12億 4,512万円
〈主な歳出〉 
〇保険給付費（療養給付費及び出産育児一時金等） 63億 8,790万円
〇後期高齢者支援金等 13億 1,220万円
〇介護納付金（介護保険納付金） 5億 2,124万円
　　
下水道事業 21億 8,918万円　　
　公共下水道施設の維持管理費や 、 必要な区域の公共下水道管渠（かんきょ）
布設工事費及び公共汚水ます設置工事費等を予算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 906万円、0.4％の増となっています。
〈主な歳入〉 
〇下水道使用料 11億 4,127万円
〇一般会計繰入金 4億 6,957万円
〇市債 5億　 940万円
〈主な歳出〉 
〇総務費（管渠及び処理場の維持管理費等） 6億 3,616万円
〇事業費（管渠布設工事費及び処理場の負担金等） 1 億 9,031万円
〇公債費〔市債（借入金）の元利償還金〕 13億 5,972万円
　　　
土地区画整理事業 2 億 2,185万円　　
　立野地区事業として 、  建築物等の移転補償費や宅地整地工事費等を予算計上
しました。
　予算総額は、前年度に比べ 4,538万円、17.0％の減となっています。
〈主な歳入〉 
〇保留地処分金 2,453万円
〇都支出金 320万円
〇基金繰入金 1 億 3,769万円
〈主な歳出〉 
〇立野地区事業費 1億 7,655万円
　
介護保険事業 54億 4,425万円　　
　「東大和市高齢者福祉計画・ 第 6 期介護保険事業計画」の初年度として、居
宅介護及び施設介護サービス給付費等を予算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 5,365万円、1.0％の増となっています。
〈主な歳入〉 
〇介護保険料 12億 3,704万円
〇国庫支出金 11億 1,318万円
〇支払基金交付金 14億 3,740万円
〇一般会計繰入金 8億 7,500万円
〈主な歳出〉 
〇総務費（介護認定審査会費等） 1億 9,589万円
〇保険給付費（居宅及び施設介護サービス給付費等） 50億 7,817万円
〇地域支援事業費（介護予防事業費等） 1 億 6,590万円
　
後期高齢者医療 17億 3,601万円　　
　75歳以上の方などの医療に係る後期高齢者医療制度について 、東京都の広域
連合に対する納付金や人間ドック等受診料助成費などを予算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 9,425万円、5.7％の増となっています。
〈主な歳入〉 
〇後期高齢者医療保険料 7億 7,340万円
〇一般会計繰入金 9億　 348万円
〈主な歳出〉 
〇広域連合納付金（広域連合運営費等に係る市負担金） 15億 8,832万円
〇保健事業費（健康診査費及び人間ドック等受診料助成費） 8,315万円
〇保険給付費（葬祭費） 2,055万円

市職員の 
　人事異動 

　
　

月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉

１０
に
実
施
す
る
国
勢
調
査
の
調
査

員
約　

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

５００

▽
主
な
仕
事
内
容　

市
内
住
宅

（
１
調
査
区
約　

〜　

世
帯
）

５０

８０

へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の

利
用
案
内
の
配
布
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
の
な
い
世
帯
へ
の

調
査
票
配
布
及
び
回
収
、
名
簿

等
の
作
成
、
書
類
整
理
等

※
回
収
は
郵
送
も
可
。

▽
応
募
要
件　

�　

歳
以
上
で
徒
歩
ま
た
は
自

２０
転
車
で
の
調
査
活
動
が
で
き
る

健
康
な
方

�
調
査
内
容
の
秘
密
を
守
れ
る

方�
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接

関
係
の
な
い
方

�
暴
力
団
員
等
で
な
い
方

▽
報
酬　

１
調
査
区

：

三
万
八
、

〇
〇
〇
円
前
後
、 
２
調
査
区 

：

七

万
三
、
〇
〇
〇
円
前
後
（
調
査

世
帯
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▽
応
募
受
付　

５
月　

日
貊
ま

１５

で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

／
総
務
管
財
課
（
市
役
所
３
階
）

※
詳
細
は
、 総
務
管
財
課
、市
民

セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
等
で
配
布

す
る
募
集
案
内
ま
た
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行
政
を

効
率
化
し
、
国
民
の
利
便
性
を

高
め
、
公
平
か
つ
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
社
会
基
盤
で
す
。

　

市
で
は
、　

月
に
、
市
民
の

１０

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
通
知

し
ま
す
。

　

平
成　

年
１
月
か
ら
社
会
保

２８

障
・
税
・
災
害
対
策
の
３
分
野

の
行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
細
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
内

閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.cas.go.jp/j

p/seisaku/bangoseido/gai
you.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
１
ま
で
。

　

立
野
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

事
業
で
整
備
し
て
い
ま
し
た
都

市
計
画
道
路
７
・
５
・
４
号
線
が
、

４
月
１
日
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

上
北
台
駅
と
市
役
所
周
辺
と
を

安
全
か
つ
快
適
に
結
ぶ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
道
路
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

区
画
整
理
課
・
内

線
１
２
８
１
ま
で
。

◎
市
立
小
・
中
学
校
 

校
長
・
副
校
長
の

　
　
　
人
事
異
動

平
成
 ２７
 年
国
勢
調
査

調
査
員
を 

 

募
集
し
ま
す 

１０
 月
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
　
番
号
を
通
知
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
　
制
度

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4 月1日 
立野一丁目 
土地区画整理事業地区内 

都市計画道路が 
　　　　　開通 

案内図 
至  所沢 

市役所 

中央通り 

中央4丁目 
交差点 

新青梅街道 

上北台駅 

奈良橋6丁目 
交差点 

都立 
東大和高校 

多
摩
 

モ
ノ
レ
ー
ル
 

都市計画道路開通箇所 
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市
で
は
、
地
下
水
の
か
ん
養

を
促
し
、
水
環
境
の
保
全
及
び

雨
水
の
流
出
抑
制
を
図
る
た
め
、

雨
水
浸
透
施
設
等
を
設
置
す
る

方
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

◎
雨
水
浸
透
施
設
設
置
補
助
金

（
雨
水
浸
透
ま
す
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
一
戸

建
て
の
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
補
助
金
額　

工
事
に
要
し
た

費
用
の
４
分
の
３
以
内
（
限
度

額
７
万
円
）

◎
雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
金

（
雨
水
タ
ン
ク
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
建
物

を
所
有
・
使
用
し
て
い
る
個
人

▽
補
助
金
額　

設
置
に
要
し
た

費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

額
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
）

【
共
通
事
項
】

▽
対
象
工
事　

平
成　

年
３
月

２８

末
日
ま
で
に
完
了
す
る
設
置
工

事
等

▽
申
請
場
所　

下
水
道
課
（
市

役
所
２
階
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

　

市
で
は
、
消
費
者
庁
か
ら
貸

与
さ
れ
た
食
品
用
の
放
射
性
物

質
検
査
機
器
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
食
品
の

検
査
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者　
　

歳
以
上
の
市
民

２０

▽
対
象
品
目　

個
人
消
費
を
目

的
と
し
た
一
般
食
品
（
飲
料
水
、

牛
乳
、
乳
児
用
食
品
は
除
く
）

▽
予
約
方
法　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
除
く
）

の
午
前
９
時
〜
正
午
及
び
午
後

１
時
〜
５
時
に
、
環
境
課
（
市

役
所
３
階
）
ま
た
は
電
話
に
て

事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
方
法　

検
査
当
日
、
予

約
し
た
本
人
が
身
分
証
明
書

（
健
康
保
険
証
等
の
本
人
及
び

住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
）
を

持
参
し
、
環
境
課
で
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項　

検
査
に
必
要
な

食
品
は
細
か
く
刻
み
、
１
リ
ッ

ト
ル
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
簡
易
検
査
で
あ
る
こ
と

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
細
な

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
専

門
機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
及
び
耐
震
改
修
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
、
診
断
・
改
修
を
実

施
す
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
耐
震
診
断
の
助
成
】

▽
助
成
対
象　

昭
和　

年
５
月

５６

　

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
市
内

３１

に
あ
る
木
造
２
階
建
て
以
下
の

戸
建
て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
診
断
機
関　

東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
立
川
支
部
に
所
属

す
る
建
築
士
事
務
所
又
は
東
京

都
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所

▽
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
５
万
円
）

【
耐
震
改
修
の
助
成
】

▽
助
成
対
象　

市
の
耐
震
診
断

の
助
成
制
度
を
受
け
て
診
断
し

た
結
果
、
耐
震
改
修
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
住
宅
を
所
有
す
る

個
人

▽
工
事
監
理　

診
断
機
関
に
よ

る
工
事
監
理
が
必
要

▽
助
成
額　

耐
震
改
修
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額　

万
円
）

３０

※
詳
細
は
都
市
計
画
課
（
市
役

所
２
階
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

■
東
大
和
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
を
改
定
し
ま
し
た

　

東
京
都
耐
震
改
修
促
進
計
画
、

東
大
和
市
地
域
防
災
計
画
等
の

見
直
し
に
伴
い
、「
東
大
和
市

耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
改
定

し
ま
し
た
。

▽
計
画
の
目
的　

こ
の
計
画
は

「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
策

定
す
る
も
の
で
、
地
震
に
よ
る

被
害
を
減
少
さ
せ
、
市
民
の
生

命
及
び
財
産
を
保
護
し
、
災
害

に
強
い
都
市
づ
く
り
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
閲
覧
場
所　

都
市
計
画
課

（
市
役
所
２
階
）、市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
６
１
ま
で
。

　

市
民
の
方
が
所
有
す
る
住
宅

ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し
た

場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象
の
住
宅
・
店
舗

�
住
宅

：

市
内
に
所
有
す
る
自

己
居
住
用
の
住
宅

�
店
舗

：

市
内
に
あ
る
自
己
営

業
用
の
小
売
店
舗
等
で
、
風
俗

営
業
法
の
規
制
を
受
け
な
い
も

の
（
自
己
営
業
用
の
店
舗
を
賃

借
し
て
い
る
場
合
も
可
）

※
平
成　

年
度
以
降
に
同
一
の

２５

住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金
を

受
け
た
方
は
、
今
年
度
は
対
象

外
で
す
（
平
成　

年
度
以
前
に

２４

利
用
の
場
合
は
対
象
で
す
）。

▽
対
象
の
工
事　

工
事
金
額
が

消
費
税
額
を
除
き　

万
円
以
上

１５

で
、
市
内
の
建
設
業
者
が
行
う

も
の
で
、
交
付
決
定
以
降
に
着

工
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２８

３１

に
完
了
す
る
増
改
築
工
事
（
申

請
前
に
着
工
の
工
事
は
除
く
）

▽
補
助
金
額　

工
事
金
額
の
５

％
以
内
（
最
高
限
度
は　

万
円
）

１０

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

　

市
内
の
道
路
に
は
、
市
が
管

理
し
て
い
る
測
量
基
準
点
（
公

共
基
準
点

：

土
地
の
境
界
を
測

量
す
る
た
め
の
基
準
と
な
る

点
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
測
量
基
準
点
は
、「
国
土

交
通
省
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た

直
径
４
〜
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
測
量
標
で
す
。
土
地
の
登
記

等
の
測
量
や
災
害
復
旧
へ
の
対

応
等
で
使
用
さ
れ
る
大
事
な
基

準
点
で
す
の
で
、
測
量
標
の
保

全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
測
量
基
準
点
は
、
位
置
に
関

し
て
世
界
的
な
座
標
を
有
し
て

お
り
、
今
後
土
地
の
分
筆
等
の

登
記
を
す
る
た
め
の
測
量
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

②
測
量
基
準
点
は
、土
木
課（
市

役
所
２
階
）、国
土
地
理
院
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
閲
覧
で
き
ま

す
が
、
こ
の
測
量
基
準
点
を
使

用
し
て
測
量
す
る
時
は
、
市
の

使
用
承
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
掘
削
工
事
等

で
市
の
承
認
な
く
測
量
標
を
撤

去
や
移
転
等
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
測
量
基
準
点
を
使
用

す
る
場
合
や
測
量
標
が
支
障
と

な
る
掘
削
工
事
等
を
行
う
場
合

は
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
１
ま
で
。

�

　

自
転
車
は
、
私
た
ち
の
日
常

に
欠
か
せ
な
い
便
利
な
乗
り
物

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
や
油
断
で
、
時
と
し
て
凶
器

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は

車
両
の
一
種
（
軽
車
両
）
で
す
。

自
転
車
の
事
故
で
も
被
害
の
大

き
さ
に
よ
り
数
千
万
円
の
賠
償

金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
賠

償
責
任
は
、
未
成
年
と
い
え
ど

も
免
責
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
自

動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
場
合
は

強
制
的
に
契
約
す
る
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
が
あ
り
ま
す

が
、
自
転
車
保
険
は
強
制
的
な

も
の
で
は
な
い
た
め
、
ご
自
身

で
任
意
に
契
約
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
自
転
車
保
険
の
受
付

や
取
り
扱
い
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
最
近
で
は
、
高
額
の
損

害
賠
償
に
対
応
し
た
民
間
保
険

会
社
の
取
り
扱
い
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
保
険
会

社
や
保
険
代
理
店
に
ご
相
談
い

た
だ
く
か
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
携
帯
電
話
会

社
で
も
取
り
扱
い
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
安

心
し
て
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
自
転
車
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
等
駐
車
場
の
利
用
自

粛
の
お
願
い

　

各
駅
周
辺
の
駐
車
場
は
、
い

ず
れ
も
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
。

　

駅
ま
で
お
お
む
ね　

メ
ー
ト

８００

ル
以
内
に
お
住
ま
い
の
方
の
自

転
車
等
の
利
用
の
自
粛
と
、
駐

車
場
内
に
長
期
間
（
７
日
間
以

上
）
自
転
車
等
を
放
置
し
な
い

よ
う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
駐
車
場
へ
の
出
し
入

れ
の
際
、
や
む
を
得
ず
他
の
自

転
車
等
を
一
旦
駐
車
場
外
に
移

動
し
た
場
合
は
、
必
ず
駐
車
場

内
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
３
ま
で
。

事
故
に
備
え
て
 

自
転
車
保
険
に
 

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

▲自転車等駐車場

測
量
基
準
点
の
 

使
用
及
び
保
全
に

　
　
　
ご
協
力
を

市
の
封
筒
の
一
部
に

広
告
を
掲
載

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
お
知
ら
せ
等
に
使
用
す
る
封

筒
の
印
刷
費
を
節
減
す
る
た
め
、

広
告
入
り
封
筒
を
使
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
広

告
代
理
店
が
企
業
等
の
広
告
主

を
募
集
し
、
そ
の
広
告
を
掲
載

し
た
封
筒
を
無
償
で
提
供
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
一
部
の

封
筒
に
、
広
告
掲
載
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

�
広
告
掲
載
の
イ
メ
ー
ジ

住
宅
・
店
舗
 

　リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
 

　
　助
成（
補
助
）制
度

■
消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

　

商
品
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
架
空
請
求

や
強
引
な
訪
問
販
売
等
で
お
困

り
の
時
は
、
専
門
相
談
員
に
よ

る
消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
電
話
で
も
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。
予
約
が
優
先
で

す
が
、
当
日
の
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
相
談
日
を
増
や

し
、
火
曜
日
も
相
談
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

毎
週
月
曜
・
火
曜
・

水
曜
・
金
曜
日
午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時

▽
場
所　

市
民
生
活
課
（
市
役

所
３
階
）

■
多
重
債
務
相
談
（
無
料
）

　

多
重
債
務
は
誰
に
で
も
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
司
法

書
士
に
よ
る
多
重
債
務
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
、
１
件
に
つ
き

お
お
む
ね　

分
間
で
す
。

４５

※
相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
ご

予
約
く
だ
さ
い（
完
全
予
約
制
）。

▽
日
時　

５
月　

日
、
６
月　

１３

１０

日
、
７
月
８
日
、
８
月　

日
、

１２

９
月
９
日
、　

月　

日
、　

月

１０

１４

１１

　

日
、　

月
９
日
、
平
成　

年

１１

１２

２８

１
月　

日
、
２
月　

日
、
３
月

１３

１０

９
日
（
全
て
水
曜
日
）
の
午
後

１
時
〜
４
時

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
３

ま
で
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

消
費
生
活
・
 

　
多
重
債
務
相
談

木造住宅 

耐震診断・ 
耐震改修へ助成 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

雨
水
浸
透
施
設
・

　雨
水
貯
留
槽
の
 

　
　設
置
補
助
制
度

食
品
の
放
射
性
物
質
 

簡
易
検
査
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交通災害共済「ちょこっと共済」にご加入ください 平成 27年度の加入を受け付けています。わずかな掛け金で加入
でき、手続きも簡単です／問合せ　土木課・内線 1213 まで
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第4回 

メニュー・出展団体が決定 

　

５
月
９
日
貍
・　

日
豸
に
都

１０

立
東
大
和
南
公
園
で
開
催
さ
れ

る
第
４
回
東
大
和
市
グ
ル
メ
コ

ン
テ
ス
ト
�
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜

祭
�
の
出
展
団
体
と
メ
ニ
ュ
ー

が
決
定
し
ま
し
た
。
特
別
出
展

を
含
む　

団
体
が
「
こ
れ
ぞ
東

２０

大
和
！
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
ご
当
地
グ
ル
メ
候
補
を
目
指

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

今
年
は
、
課
題
食
材
と
し
て
東

大
和
市
産
「
小
松
菜
」
及
び「
ひ

が
し
や
ま
と
茶
う
ど
ん
」
の
使

用
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
団
体
、自
慢
の
創
作
料
理
を
、

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

出
展
団
体
、
出
展
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
実
行
委
員
会
（
産
業
振
興
課
）

・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

■
中
央
公
民
館
か
ら

◎
保
育
付
講
座
「
心
が
あ
っ
た

か
く
て
強
く
て
柔
ら
か
な
肝
っ

玉
母
さ
ん
づ
く
り
講
座
」

　

お
い
し
い
野
菜
や
米
は
畑
の

土
壌
で
決
ま
る
。
ま
さ
に
家
族

が
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

は
栄
養
満
点
な
お
母
さ
ん
の
心

が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

成
人
の
方

▽
期
間　

５
月　

日
〜
９
月
９

２７

日
の
毎
週
水
曜
日
（
小
・
中
学

校
の
夏
休
み
期
間
は
除
く
）
全

　

回
１０▽

時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

①
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
②
誕
生
学

▽
講
師　

①
池
田
美
帆
氏
（
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
チ
）
②
青
木

千
景
氏
（
バ
ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
保
育

�
対
象

：

生
後
９
か
月
〜
就
学

前
の
乳
幼
児

�
期
日
・
内
容

：
５
月　

日
貉

２７

は
慣
ら
し
保
育
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
。
９
月
９
日
貉
は
懇

談
会

�
定
員

：　

人
。
０
歳
児
は
３

１６

人
ま
で
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
講
座
未
経
験
の
方
を
優
先
し

ま
す
。

▽
申
込
期
限　

５
月　

日
貂

１２

◎
市
民
企
画
講
座
「
第
４
回
シ

ニ
ア
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
！
楽
し

む
！
」

　

シ
ニ
ア
世
代
の
方
に
、
学
び

楽
し
む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

お
友
達
を
作
っ
て
、
素
敵
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者　

お
お
む
ね　

歳
以

６０

上
の
方

▽
日
程
・
内
容
等　

左
表
の
と

お
り

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
か
ら

３０

▽
場
所　

新
堀
地
区
会
館

※
第
７
回
は
除
く
。

▽
定
員　
　

人
８５

※
新
規
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

▽
申
込
み　

往
復
は
が
き
に
次

の
と
お
り
記
入
し
、
５
月
９
日

貍
ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
青
年
教
室
「
青
年
ビ

ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
参
加
者
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す

　

青
年
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
知

的
障
が
い
の
あ
る
若
者
と
健
常

の
若
者
が
音
楽
や
ゲ
ー
ム
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
交
流
し
、
と

も
に
学
び
合
う
場
で
す
。

　

参
加
者
（
知
的
障
が
い
の
あ

る
方
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。
音
楽
や
人

と
交
流
す
る
こ
と
が
好
き
な
方
、

新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
て
み
た

い
方
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
、
お
お

む
ね　

歳
〜　

歳
の
方

１６

４０

▽
日
時　

５
月
下
旬
〜
３
月
中

旬
の
土
曜
日（
月
２
回
程
度
）の

午
後
２
時
〜
４
時
（
全　

回
）

１７

※
毎
回
来
る
こ
と
が
で
き
な
く

て
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

定
例
活
動（
ゲ
ー
ム
、

打
楽
器
等
を
使
っ
た
音
楽
活

動
）、
納
涼
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

等
、
季
節
に
沿
っ
た
行
事

▽
講
師　

菅
田
政
志
氏
（
音
楽

教
室
講
師
）

▽
定
員　

参
加
者
約　

人
、
ス

３０

タ
ッ
フ
約　

人
１５

※
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
は
謝
礼
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

◎
市
民
大
学
・
東
大
和
グ
リ
ー

ン
カ
レ
ッ
ジ

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、

市
民
が
主
体
的
に
豊
か
な
地
域

社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、

地
域
で
学
び
、
互
い
に
ふ
れ
あ

い
、
自
己
実
現
す
る
た
め
の
機

会
を
提
供
し
ま
す
。
今
年
度
は

前
期　

回
、後
期　

回
、全　

回

１２

１２

２４

の
２
期
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
募
集

し
ま
す
。
土
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
に
実
施
し
、
主
な
会
場

は
中
央
公
民
館
で
す
。
５
月
か

ら
前
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
後
期
は
、
現
在
企
画
運
営

委
員
会
を
開
催
し
、
内
容
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
「
こ

う
み
ん
か
ん
だ
よ
り
」
５
月
１

日
号
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
前
期
受
講
生
申
込
期
間　

５

月
２
日
貍
〜　

日
貉
（
必
着
）

２０

�
保
育
付
講
座
・
ビ
ー
ト
ク
ラ

ブ
・
市
民
大
学
の
申
込
み
、
以

上
の
問
合
せ
は
、
中
央
公
民
館

�　

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

０４２

５６４

■
保
育
付
講
座
「
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
世
界
を
広
げ
よ

う
！
」

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基
本
操
作
を

学
び
、
再
就
職
の
た
め
の
技
術

を
身
に
付
け
た
り
、
お
子
さ
ん

の
今
後
に
役
立
つ
情
報
収
集
等

を
し
ま
せ
ん
か
。

※
講
座
で
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
、
公
民
館
が
用
意
し

ま
す
。

▽
対
象　

乳
幼
児
の
お
母
さ
ん

▽
期
間　

５
月　

日
〜
７
月　

１２

１４

日
の
毎
週
火
曜
日
。
全　

回
１０

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
場
所　

上
北
台
公
民
館

▽
定
員　
　

人
１０

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
保

育
付
講
座
の
未
経
験
者
を
優
先

し
て
抽
選
し
ま
す
。

▽
講
師　

小
原
洋
一
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ｉ
―
Ｃ
Ａ
Ｎ
理
事
）

▽
保
育

�
対
象

：

生
後
９
か
月
〜
就
学

前
の
乳
幼
児

�
期
日
・
内
容

：

５
月　

日
貂

１２

は
慣
ら
し
保
育
。
７
月　

日
貂

１４

は
保
育
懇
談
会

�
定
員

：　

人
。
０
歳
児
は
３

１２

人
ま
で

▽
申
込
期
間　

４
月　

日
貂
〜

２１

　

日
貂

２８▽
申
込
み　

上
北
台
公
民
館
�

　

―　

―
２
６
９
１
ま
で
。

０４２

５６７

　

以
下
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

費
用
は
無
料
で
す
。

■
星
の
観
察
会

　

昼
間
と
夜
の
同
日
開
催
で
す
。

◎
昼
間
の
星
の
観
察
会
「
太
陽

を
み
よ
う
」

　

申
込
不
要
で
す
。
時
間
内
な

ら
い
つ
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

５
月
９
日
貍
午
後
１

時　

分
〜
２
時　

分

４５

４５

◎
星
空
観
察
会
「
惑
星
を
み
よ

う
」（
事
前
申
込
制
）

　

木
星
の
衛
星
を
天
体
望
遠
鏡

で
観
察
し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
９
日
貍
午
後
７

時
集
合

【
共
通
事
項
】

▽
観
察
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

博
物
館
職
員

※
く
も
り
や
雨
の
場
合
は
中
止

で
す
。

■
キ
ッ
ズ
講
座
「
水
ロ
ケ
ッ
ト

を
と
ば
そ
う
」

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
っ
た
ロ

ケ
ッ
ト
を
、
飛
ば
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学

生
程
度

▽
日
時　

４
月　

日
（
祝
日
）

２９

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
会
議
室

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
持
ち
物　

は
さ
み

▽
指
導　

博
物
館
職
員
、
星
空

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
企
画
展
示
「
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
と
星

空
」

　

最
先
端
の
天
体
観
測
が
行
わ

れ
て
い
る
施
設
、
チ
リ
の
Ａ
Ｌ

Ｍ
Ａ
観
測
所
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月　

日
貍
〜
６
月

２５

　

日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

２８▽
会
場　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

■
自
然
観
察
会
「
野
草
教
室
」

（
事
前
申
込
制
）

▽
期
日　

５
月　

日
豸

１７

▽
集
合　

午
前
９
時　

分
に
郷

３０

土
博
物
館
会
議
室

▽
観
察
地　

市
立
狭
山
緑
地

▽
講
師　

遠
藤
純
夫
氏
（
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
│

Ｍ
Ａ
理
事
）、

下
田
治
信
氏
（
認
定
N
P
O
法

人
K
U
│

M
A
会
員
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

�
申
込
み
・
問
合
せ
は
、郷
土
博

物
館
�　

―　

―
４
８
０
０
へ
。

０４２

５６７

　

３
月　

日
の
多
摩
湖
駅
伝
大

２１

会
で
、
懸
命
に
走
る
選
手
と
声

援
を
お
く
る
人
た
ち
を
撮
影
し

た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

▽
場
所
・
日
時

�
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

：

４
月　

日
貉
〜　

日
貂
午
前
８

１５

２１

時　

分
〜
午
後
５
時

３０
※
最
終
日
の
み
午
後
４
時　

分
３０

ま
で
で
す
。

�
東
大
和
市
ふ
れ
あ
い
広
場
（
玉

川
上
水
駅
北
口
）

：

４
月　

日
貉

２２

〜　

日
貅
正
午
〜
午
後
６
時

３０
�
郷
土
博
物
館
ロ
ビ
ー

：

５
月

２
日
貍
〜　

日
豸
午
前
９
時
〜

１０

午
後
５
時

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
ま
で
。

 第 4 回うまかんべぇ～祭  メニュー【出展団体】
こまつなと牛すじの若がえりカレー【Cotta】
昔懐かしい東大和ミートソース焼きそば
【1 小おやじの会】

茶々うどん【ユニオンガーデン】
大和まるごと包（パオ）スープ
【ビッグボックス東大和　和食ななかまど】

オコノミンSP【東大和市商工会青年部】
キーマサンド【頑固おやじの会】
プリモチ海老ワンタン【中国料理　空龍】
ひがしやまと地場野菜ヘルシーキーマカレー
【湖畔いきいきクラブ】

New大和どん【南親会】
小松菜おからドーナツ【榎本豆腐店】
うまかんやき【AGB58.8】
山カレー【独身貴族】
茶◎うどーなっつ【ひがしやママと。】
やま 　菜てまり（ヤマトンナテマリ）
【国際ソロプチミスト東大和】

小松菜入りまぐろコロッケ【魚や 清富】
地場野菜たっぷりソース焼きそば【Father’ s Club】
こまつ菜つこ【ピンクラビット】
小松ちゃんのピザクレープ【4 小おやじ本  。】
じゃがまるくん【向原親和会】
ベジライスカップケーキ（V.R.C.C）【まどか家】

※都合により変更する場合があります。

郷
土
博
物
館
の
イ
ベ
ン
ト
 

疾
走
・
激
走
・
感
動
を
見
る

多
摩
湖
駅
伝
大
会

　
　
　
写
真
展
示

公
民
館
の
イ
ベ
ン
ト
 

内　容期　日回
うた声サロン みんなで合唱 5 月 26日貂1
落語 上北亭 オカリナとギター演奏 6 月 9 日貂2
堅二と日本画 パートⅢ 7 月 7 日貂3
小学校教師が見たエクアドル～青年海外協力隊の活動
を通して～ 7 月 28日貂4

新聞記者が覗いた世間の裏側パートⅥ～世相を語る～ 8 月 25日貂5
サックスとピアノのロマンティックサウンド 9 月 8 日貂6
館外研修　和紙の里、晴雲酒蔵（予定）10月 6 日貂7
庶民の文化～公衆浴場背景画～茶話会10月 27日貂8

東
大
和
市
中
央
3
│
926
　
　
　
 

東
大
和
市
立
 

　
　
 

中
央
公
民
館
　
行
 

2 0 7 0 0 1 5

往信 

申
込
者
の
住
所
 

申
込
者
の
氏
名
 

返信 

（申込者の郵便番号）  
①参加申込者氏名 
　（ふりがな） 

②住所 

③電話番号 

④年齢 
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市
で
は
、福
祉
・
保
健
分
野
の

施
策
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た

め
、
平
成　

年
度
を
始
期
と
す

２７

る
次
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

�
第
五
次
東
大
和
市
地
域
福
祉

計
画

�
東
大
和
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画

�
第
３
次
東
大
和
市
障
害
者
計

画
・
第
４
期
東
大
和
市
障
害
福

祉
計
画

�
東
大
和
市
健
康
増
進
計
画

　

各
施
策
に
関
す
る
個
別
法
が

順
次
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
地
域
福
祉
計
画
に
内

包
さ
れ
て
い
た
施
策
を
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
計
画
と
し
て
策

定
し
ま
し
た
。
各
計
画
と
も
平

成　

年
度
か
ら
対
象
期
間
が
開

２７
始
し
ま
す
が
、
計
画
期
間
は
、

計
画
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
今

後
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
沿
っ

て
福
祉
分
野
の
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
計
画
の
関

係
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

各
計
画
は
、問
合
せ
の
窓
口
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
、
図
書
館
、
新
堀
地
区
会
館
、

郷
土
博
物
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
学
識
経
験
者
、
保
健
医

療
関
係
機
関
等
、
福
祉
等
関
係

機
関
等
、
公
募
市
民
で
構
成
し

た
審
議
会
等
で
審
議
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
市
民
説
明
会

の
開
催
や
計
画
案
に
対
す
る
市

民
意
見
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

第五次東大和市 
地域福祉計画 
第五次東大和市 
地域福祉計画 
平成27年度～平成32年度 

別
法
の
整
備
に
よ
り
各
計
画
が

独
立
し
、
地
域
福
祉
に
関
連
す

る
計
画
の
基
盤
部
分
及
び
個
別

計
画
で
策
定
さ
れ
て
い
な
い
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と

考
え
る
高
齢
者
同
士
が
互
い
に

助
け
合
っ
た
り
、
と
き
に
は
地

域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る

な
ど
、
と
も
に
支
え
合
う
地
域

社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

社
会
状
況
も
考
慮
し
、
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

▽
保
険
料　

第
６
期
計
画
期
間

に
お
け
る
介
護
保
険
料
を
改
定

し
ま
し
た
。
市
で
は
、
介
護
給

付
費
等
準
備
基
金
の
一
部
を
取

り
崩
し
て
、
保
険
料
の
急
激
な

上
昇
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

▽
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運

営　

市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
円

滑
に
提
供
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
①
情
報
の
提
供

体
制
・
相
談
体
制
の
充
実
②
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
、
給

付
適
正
化
の
推
進
③
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
④
地
域
生
活
を
支

え
る
た
め
の
体
制
の
充
実
⑤
低

所
得
者
へ
の
支
援
、
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
１
ま
で
。

▽
計
画
の
概
要　

地
域
福
祉
計

画
は
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
計

画
で
、
こ
れ
ま
で
は
福
祉
分
野

の
各
計
画
を
内
包
す
る
形
で
策

定
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
個

平
成
27
年
度
か
ら
の 

福
祉
・
保
健 

　

分
野
の
計
画
を 

　
策
定
し
ま
し
た 

福
祉
・
保
健 

　

分
野
の
計
画
を 

　
策
定
し
ま
し
た 

地域福祉計画を他の個別計画と並列し、互いに整合性を図るものとして策定しま 
した。なお、地域福祉計画は、福祉分野の各計画の基盤となる部分も計画対象と 
しています。 
※1 これまで福祉分野に含まれていた子ども・家庭分野の計画は、「子ども・子 
　　育て支援事業計画」として策定しました。 
※2 社会福祉協議会が策定する計画です。 

連携 

第二次基本構想 

福祉・保健分野の計画の関係図 

第四次基本計画 

地
域
福
祉
活
動
計
画
　
※
2

地
域
福
祉
計
画
 

障
害
者
計
画
 

障
害
福
祉
計
画
 

健
康
増
進
計
画
 

高
齢
者
福
祉
計
画
・
 

介
護
保
険
事
業
計
画
 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
1

　

高
齢
者
福
祉
計
画
は
、
老
人

福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
市
町

村
老
人
福
祉
計
画
と
し
て
策
定

す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
事
業
計
画
は
、
介
護
保
険

法
の
規
定
に
基
づ
く
市
町
村
介

護
保
険
事
業
計
画
と
し
て
策
定

す
る
計
画
で
す
。
市
で
は
、
高

齢
者
福
祉
施
策
と
介
護
保
険
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

両
計
画
を
一
体
的
な
計
画
と
し

て
策
定
し
ま
し
た
。

▽
計
画
の
概
要　

計
画
は
、
高

齢
者
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題

に
適
切
に
対
応
し
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
東
大
和
市
が

目
指
す
基
本
的
な
目
標
を
定
め
、

あ
わ
せ
て
そ
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
施
策
を
定
め
る

た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
急
速
に
増
加
す
る

と
と
も
に
、
要
介
護
者
等
を
支

え
て
き
た
家
族
の
状
況
も
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
住
み
慣
れ

東
大
和
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
 

東
大
和
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
 

平
成
27
年
度
〜
平
成
29
年
度
 

第五次東大和市地域福祉計画
東大和市高齢者福祉計画・第 6期介護保険事業計画
第 3次東大和市障害者計画・第 4期東大和市障害福祉計画
東大和市健康増進計画

策
定
し
た
計
画

計画の理念・目標
　「人と地域が　つながり支え合う　安心
安全　あたたかいまち」をめざす姿とし、地
域で暮らす誰もが、地域で安心して暮らすこ
とができるよう、地域に関わる全ての人が力
を寄せ合い支え合う仕組みづくり、環境づく
りを進めていきます。

計画の柱
　第四次基本計画の施策の基本方針に沿っ
て、4つの施策を目標として取り組んでいき
ます。
1　形成基盤の整備
コミュニティづくりの推進、福祉情報ネッ
トワークの構築など、地域の基盤整備を目
指します。
2　自主活動の支援
自治会活動やボランティア活動等、地域に
おける連携と協働のまちづくりのための自
主活動を支援します。
3　福祉の環境づくりの推進
福祉教育の推進、相談・支援体制の充実な
ど、福祉の環境づくりに努めます。
4　福祉のまちづくりの推進
東京都福祉のまちづくり条例に基づき、公
共施設や交通アクセス等の改善・整備に努
めます。
また、生活困窮者自立支援法に基づく支援
対策について、新たに計画に盛り込みまし
た。
なお、計画の期間は 6年ですが、期間半ば
となる平成 29年度に、中間の見直しを予
定しています。

計画の理念・目標
　団塊の世代が 75歳以上となる平成 37年の東
大和市が目指すべき高齢社会を念頭に、基本
理念を
「支え合う地域の中で　高齢者の意思が尊重さ
れ　健康で生きがいを持って　暮らせるまち
東大和」
と定め、高齢者が住み慣れた地域で支え合いな
がら、尊厳を保ち、健康でいきいきと安心して、
自分らしく生活できる東大和市を目指します。
　また、第 6期の基本目標は、計画の基本理念
を実現するため、高齢者が住み慣れた地域で生
活を継続できるよう、医療、介護、予防、住ま
い、生活支援が総合的に提供される「地域包括
ケアシステムの実現」と定めます。

計画の柱
　基本目標を具体化し、基本理念を実現するた
め、地域包括ケアシステムを構築する 5 つの要
素（医療・介護・予防・住まい・生活支援）を
基本として施策を体系化するとともに、サービ
スの質の確保に関する施策を位置付け、次の 6
つの施策により、総合的に展開していきます。
1　健康づくり・介護予防の推進
2　介護保険サービスの充実・強化
3　医療と介護の連携
4　日常生活支援の充実
5　安心できる住まいの確保
6　相談・支援体制の充実
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し
た
が
、
今
後
は
、
市
民
、
事

業
者
、
関
係
機
関
、
行
政
が
、

と
も
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
で

は
、
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
の

（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
の
規

定
に
基
づ
く
計
画

▽
計
画
の
概
要　

本
計
画
は
、

東
大
和
市
第
二
次
基
本
構
想
に

即
し
、
第
五
次
地
域
福
祉
計
画

と
整
合
を
図
り
策
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
第
４
期
東
大
和
市
障
害

福
祉
計
画
は
、
国
の
障
害
福
祉

計
画
策
定
に
係
る
基
本
的
な
指

針
に
即
し
、
か
つ
第
４
期
障
害

福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
た
東

京
都
の
基
本
的
考
え
方
を
踏
ま

え
た
数
値
目
標
等
を
内
容
と
す

る
も
の
で
す
。

▽
音
訳
版
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
ま
す

視
覚
障
害
者
の
方
を
対
象
に
、

計
画
の
概
要
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ

（
デ
イ
ジ
ー
版
）
を
障
害
福
祉

課
（
市
役
所
１
階
）
で
配
布
し

ま
す
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
障
害
者
施
策
推
進

の
た
め
策
定
し
た
第
２
次
東
大

和
市
障
害
者
計
画
・
第
３
期
東

大
和
市
障
害
福
祉
計
画
の
計
画

期
間
終
了
に
伴
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
の
反
映
に
努
め
、

新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

�
障
害
者
計
画：

障
害
者
基
本

法
の
規
定
に
基
づ
く
計
画

�
障
害
福
祉
計
画：

障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

行
い
ま
し
た
。

▽
計
画
の
概
要　

新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
新
感
染
症
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

そ
れ
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し

て
い
な
い
た
め
、
世
界
的
な
大

流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
と
な

り
、
大
き
な
健
康
被
害
と
こ
れ

に
伴
う
様
々
な
社
会
的
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
対

策
に
係
る
政
府
行
動
計
画
及
び

東
京
都
行
動
計
画
と
の
整
合
を

図
り
、
市
に
お
け
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
対
策
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
方
針
等
を
示

し
、
病
原
性
の
高
い
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
が
発
生
し
た
場

合
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
様
々

な
状
況
で
弾
力
的
な
運
用
が
で

き
る
よ
う
に
対
策
の
選
択
肢
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
国
家
の
危
機
管

理
と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
計
画
で
は
、
国
、
東

京
都
、
医
療
機
関
、
市
民
等
の

役
割
を
示
し
、
連
携
し
て
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▽
計
画
の
閲
覧
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
３
階
）、
市
民
セ

ン
タ
ー
、
公
民
館
、
図
書
館
、

新
堀
地
区
会
館
、
郷
土
博
物
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

健
康
課
・
内
線
１

１
８
４
ま
で
。

指
針
と
し
て
、食
育
推
進
計
画
、

母
子
保
健
計
画
を
含
め
た
東
大

和
市
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

健
康
課
・
内
線
１

１
８
１
ま
で
。

　

地
域
福
祉
審
議
会
で
は
、
市

の
地
域
福
祉
計
画
、
障
害
者
計

画
・
障
害
福
祉
計
画
、
健
康
増

進
計
画
、
地
域
福
祉
の
施
策
な

ど
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で　

歳
以

２０

上
の
方
（
４
月
１
日
現
在
）

▽
任
期　

平
成　

年
７
月
１
日

２７

〜
平
成　

年
６
月　

日

３０

３０

▽
募
集
人
数　

５
人
以
内

▽
報
酬　

日
額
九
、
〇
〇
〇
円

▽
応
募
方
法　

「
審
議
会
委
員

へ
の
応
募
の
動
機
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
作
文
（　

文
字
以
上
一
、

８００

二
〇
〇
文
字
以
内
）
に
、住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
し
た
も
の
を
添
付
し
、

月
〜
金
曜
日
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
の
間
に
、
福
祉
推
進

課
（
市
役
所
２
階
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、郵
送
（
〒

　

市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
発
生
に
備
え
て
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、
東
大
和

市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
市
医
師
会
、
市
歯
科
医
師

会
、
市
薬
剤
師
会
か
ら
の
意
見

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
計
画

案
に
対
す
る
市
民
意
見
公
募
を

第
3
次
東
大
和
市
障
害
者
計
画
・

第
4
期
東
大
和
市
障
害
福
祉
計
画

第
3
次
東
大
和
市
障
害
者
計
画
・

第
4
期
東
大
和
市
障
害
福
祉
計
画

平
成
27
年
度
〜
平
成
29
年
度
 

東大和市 
健康増進計画 
東大和市 
健康増進計画 
平成27年度～平成32年度 

　

健
康
で
、
い
き
い
き
と
豊
か

な
人
生
を
お
く
れ
る
ま
ち
を
め

ざ
し
て
、
健
康
増
進
法
に
基
づ

く
東
大
和
市
健
康
増
進
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

▽
計
画
の
概
要　

市
で
は
、
健

康
づ
く
り
に
関
連
し
た
様
々
な

事
業
や
活
動
を
実
施
し
て
き
ま

地
域
福
祉
審
議
会
 

委
員
を
募
集
し
ま
す

�����������������������������������������������������������������������������������������������������

東大和市 

新型インフルエンザ等 

　　対策行動計画を 

　　　　策定しました 

　
　

東
大
和
市
中
央
３
―　

）、

２０７-
８５８５

９３０

フ
ァ
ク
ス
（　

―
５
６
３
―
５

０４２

９
３
０
）、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
場
合
、福

祉
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

５
月
７
日
貅

※
郵
送
は
消
印
有
効
。
選
考
の

う
え
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。
応

募
さ
れ
た
作
文
は
返
却
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

計画の理念・目標
　計画の理念を「障害のある人の人権が尊重され、障害のある人もな
い人も、共に生きていけるまち東大和」と定め、4つの目標を掲げま
した。
　1　自立を支える基盤づくり
　2　自立を支えるサービスの充実
　3　ライフステージに対応した支援の充実
　4　共に生きる地域づくり
　これは、前計画の理念を引き継ぎつつ、改正障害者基本法の目的・
基本原則にのっとった関係法の整備や国の基本指針、障害者権利条約
の批准を踏まえたものです。

計画の柱
○障害者に係る施策の展開（第 3次東大和市障害者計画）
障害者に係る施策を体系的に整理し、施策ごとに 119 の具体的な事
業（第五次地域福祉計画の取り組みを含む）を位置付けました。

○数値目標と確保のための方策（第 4期東大和市障害福祉計画）
　第 4期東大和市障害福祉計画としての数値目標等を定めています。　
　第 1節　平成 29年度の数値目標
　第 2節　障害福祉サービス等の見込み量とその確保のための方策
　第 3節　地域生活支援事業の実施に関する事項
　第 4節　障害児支援の見込み量とその確保のための方策

○計画の実施と評価　
1 障害のある人の地域生活支援の仕組み
障害のある人の地域生活支援のために障害者施策の推進を担う市
役所、地域の関係団体等が一堂に会する地域自立支援協議会、精
神障害者の地域生活支援を担う精神障害者地域生活支援センター
が大きな機能を果たしています。これに加えて桜が丘 2丁目地内
に開設を予定している（仮称）東大和市総合福祉センターが、主
に身体障害者・知的障害者の地域生活支援の中心的な役割を担う
場として機能することが期待されています。

2 関係機関・団体との連携
福祉、保健、医療などの関係機関、福祉活動を行う地域の団体、
NPO 法人、サービス事業者との連携を進め、必要に応じて連絡会
議等を開催し、障害福祉サービスを必要とする障害のある人、家族
等への相談支援を充実し、障害者施策の推進を図ります。

3 計画の進行管理
計画に沿った施策の推進を図るとともに、各年度の事業の実績・進
齏について、東大和市地域福祉審議会に報告し意見を聴き、計画の
進行管理や評価を適正に行います。また、計画策定に当たっては、
東大和市地域自立支援協議会の意見聴取を行い、次期計画の策定に
適切に反映していきます。

計画の理念・目標
　東大和市第二次基本構想で定めている「健康であたたかい
心のかよいあうまちづくり」を実現するために「自らの健康は
自らが守ることを基本とした健康の保持・増進のための体制の
整備」を推進するために、WHO（世界保健機関）が提唱したヘ
ルスプロモーションの考えに立ち、地域のソーシャル・キャピ
タル（信頼、社会規範、ネットワークといった社会関係資本等）
を活用し、個人の取り組みでは解決できない地域社会の健康づ
くりができるよう、本計画の理念を「生涯にわたって　健康で
いきいきと　豊かな人生をおくれるまち　東大和」としました。

計画の柱
　理念の具体化に向けて、総合目標と、その目標を達成するた
めに各分野別目標を設定し、具体的な取り組みを推進します。
【総合目標】
○健康寿命の延伸
健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されないで生活で
きる期間）の延伸を目指します。
○健康格差の縮小
地域や社会経済状況の違いによる集団間における健康状態
の差が縮小するよう、自分の健康状態をよいと感じる主観的
健康感の向上を目指します。

【分野別目標】
�生活習慣の改善
健康寿命には、生活習慣をはじめとする様々な状況が影響す
るとされています。　多くの市民に、負担感なく生活習慣を
変えることができる工夫を示し、健康づくりの実践を推進し
ます。また、生活習慣の改善には、食生活の環境を改善する
ことも重要であるため、生涯にわたる食育の推進を図りま
す。（食育推進計画）

�ライフステージを通じた健康づくりと健康を支える社会環
境の整備
個人の健康は、家庭、学校、地域、職場等の地域・社会環
境の影響を受けるため、乳幼児期から高齢者に至るまでの生
涯にわたり、個人の健康を支え、守る地域・環境づくりを推
進します。また、全ての子どもが健やかに育つ地域社会を目
指し、親子への支援をはじめ、地域や学校等親子を取り巻く
温かな環境を築くために、母子保健対策の推進を図ります。
（母子保健計画）
�主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の対策
生活習慣病対策においては、生活習慣の改善と取り組んでき
た発症予防、早期発見、早期治療に加え、重症化予防の視点
からも対策を推進します。

計画の目標
○感染拡大を可能な限り抑制し、市民の生
命及び健康を保護する。

○市民生活及び経済活動に及ぼす影響が最
小となるようにする。

　新型インフルエンザ等が発生し、患者が一
定期間に集中して発生した場合には、医療機
関が対応可能である範囲を超え、適切な治療
を受けられないことが考えられるため、感染
拡大を抑えて、流行のピークを遅らせる必要
があります。また、欠勤者数の増大により、
市民生活や経済活動に支障を来たさないよ
う、医療機関やライフライン関係事業者等は
業務を継続できるよう努めることとしていま
す。

計画の柱
　新型インフルエンザ等への対策は、感染の
段階に応じて講ずるべき対応が異なるため、
この計画では、発生段階を 6段階に分けてい
ます。また、対策の基本項目として 8項目を
設定し、具体的な対策を定めています。さら
に、患者数の増加に伴い、地域における医療
体制の負荷が過大になる等の特別な状況にお
いて、政府が緊急事態宣言を行うことが想定
されているため、その場合の対応について示
しています。
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東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
で
は
、
平
成　

年
度
東
大
和

２７

市
青
少
年
健
全
育
成
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
基
本
方
針
並
び
に

重
点
目
標
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
方
針
に

沿
っ
て
、
児
童
・
青
少
年
の
健

全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
閲
覧
場
所　

青
少
年
課
（
市

�
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室：

非
行

防
止
や
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
の
授
業
を
公
開
し

ま
す
。
ま
た
、
非
行
や
犯
罪

被
害
か
ら
児
童
・
生
徒
を
守

る
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。

�
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

：

「
道
徳
」の
授
業
を
公
開
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
道
徳
教
育
の
進
め

方
等
の
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

�
学
校
公
開：

授
業
等
の
教

育
活
動
を
一
日
公
開
し
、
見

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

▽
問
合
せ　

詳
細
は
、
学
校

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

方�
学
校
の
方
針
に
基
づ
い
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
え
る
方

▽
活
動
内
容　

ふ
れ
あ
い
活
動
、

教
科
指
導
補
助
活
動
、
教
育
相

談
活
動
、
そ
の
他
教
育
に
か
か

わ
る
補
助
活
動

▽
活
動
ま
で
の
流
れ

①
氏
名
等
の
登
録：

所
定
の
登

録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

指
導
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
も
登
録
し
、
引

き
続
き
希
望
す
る
方
も
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
と

同
じ
学
校
で
活
動
す
る
場
合
は
、

登
録
用
紙
を
そ
の
学
校
に
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
各
学
校
へ
の
派
遣：

各
学
校

長
が
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

応
じ
て
、
登
録
者
の
中
か
ら
選

考
し
、
事
前
面
談
の
う
え
、
依

頼
し
ま
す
。

③
活
動
へ
の
従
事：

依
頼
を
受

け
た
登
録
者
は
、
承
諾
書
に
署

名
・
押
印
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
事

故
へ
の
対
応　

活
動
い
た
だ
く

前
に
、
事
務
局
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
を
行

い
ま
す
。
本
人
の
手
続
き
、
費

用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
報
酬
等　

無
償
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
（
交
通
費
も
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
）
が
、
謝
礼
は
お

支
払
い
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ　

指
導
室
・

内
線
１
５
３
４
ま
で
。

　

こ
ま
っ
た
と
き
の
救
急
ハ
ウ

ス
は
、
通
学
途
中
等
に
防
犯
上

の
非
常
事
態
等
が
発
生
し
た
時

に
、
小
・
中
学
生
の
保
護
等
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
に
は
、
自
宅
の
門
や
塀

等
に
目
印
と
な
る
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
に
は
、
家
庭

・
学
校
・
地
域
が
一
層
の
連
携

を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
で
。

◎
保
育
室
等
利
用
者
に
対
す
る

保
育
費
補
助
制
度

　

保
育
室
等
の
認
可
外
保
育
施

設
に
児
童
の
保
育
を
委
託
す
る

保
護
者
に
対
し
、
市
が
保
育
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

３
歳
未
満
（
生
年
月
日
が
平
成

　

年
４
月
２
日
以
降
）
の
児
童

２４の
保
育
を
対
象
施
設
に
委
託
す

る
保
護
者
の
方

▽
補
助
要
件　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
こ
と
①
対
象
施

設
を
月　

日
以
上
か
つ
１
日
８

１２

時
間
以
上
利
用
し
て
い
る
②
認

可
保
育
園
等
に
、
当
該
児
童
の

入
園
申
込
み
を
し
、
入
園
待
機

と
な
っ
て
い
る

▽
対
象
施
設　

認
証
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
、
家
庭
福
祉
員

等
を
除
い
た
認
可
外
保
育
施
設

※
詳
し
く
は
、
保
育
課
（
市
役

　

市
内
小
・
中
学
校
で
、
学
習

支
援
等
を
行
う
教
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
個
人
ま
た
は
団
体

�
市
内
及
び
近
隣
市
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
、
当
市
の
学
校

教
育
活
動
へ
積
極
的
に
支
援
・

援
助
で
き
る
方

�
学
校
教
育
活
動
に
応
じ
た
特

技
・
知
識
・
技
能
そ
の
他
必
要

な
能
力
を
有
す
る
方

�
政
治
的
中
立
性
、
宗
教
的
中

立
性
に
基
づ
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
え
る
方

�
人
権
上
の
配
慮
に
基
づ
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
え
る

市立小・中学校 

セーフティ教室 
道徳授業地区公開講座 
学校公開 

平
成
２７
年
度
青
少
年
健
全
育
成
方
針
 

役
所
３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
図
書
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

　

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、
お

子
さ
ん
が
病
気
の
た
め
、
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等
に
通

園
、
通
学
で
き
な
い
場
合
に
、

保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る

制
度
で
す
。
市
で
は
、
市
内
医

療
機
関
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
年
齢　

満
６
か
月
〜
小

学
３
年
生
の
お
子
さ
ん

▽
保
育
日
・
時
間　

月
〜
金
曜

日
の
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
等
は
除
く
。

▽
保
育
施
設　

す
こ
や
か
病
児

・
病
後
児
保
育
室
（
中
央
４
―

　

―
６
広
沢
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

８５３ク
２
階
）

▽
定
員　

６
人

▽
保
育
料　

１
日
二
、
○
○
○

円
。
同
一
の
疾
病
で
２
日
以
上

連
続
し
て
利
用
す
る
場
合
、
２

日
目
以
降
の
保
育
料
は
一
、
〇

〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。
生
活
保

護
世
帯
、
平
成　

年
度
住
民
税

２６

非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
保
育

料
の
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

す
こ
や
か
病
児

・
病
後
児
保
育
室
で
、
利
用
登

録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。
市

外
の
方
は
、
登
録
料
、
保
育
料

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、保
育
課（
市
役
所
１
階
）、

す
こ
や
か
病
児
・
病
後
児
保
育

室
（
�　

―　

―
０
４
１
５
）

０４２

５９０

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病
児
・
病
後
児

　
　
保
育
制
度

 

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

こ
ま
っ
た
と
き
の

　
　
救
急
ハ
ウ
ス

出
張
か
る
が
も

　
　
　
ひ
ろ
ば

 

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
 

　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す
 

　

市
で
は
、
登
下
校
時
等
の
安

全
対
策
の
た
め
、私
立
小
・
中
学

校
等
に
通
学
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
防
犯
ブ
ザ
ー
を

貸
与
し
ま
す
。
市
立
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
は
、学
校
を
通

じ
て
希
望
者
に
貸
与
済
み
で
す
。

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
効

果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象　

私
立
小
・
中
学
校
等

（
特
別
支
援
学
校
、
外
国
人
学

校
等
を
含
む
）
に
通
学
し
て
い

る
児
童
・
生
徒

▽
貸
与
期
間　

私
立
小
・
中
学

校
等
の
卒
業
時
ま
た
は
転
出
・

退
学
時
ま
で

▽
申
込
方
法　

通
学
を
証
明
す

る
書
類
を
防
災
安
全
課
（
市
役

所
３
階
）
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
３
ま
で
。

防
犯
ブ
ザ
ー
を
 

　
貸
与
し
ま
す
 

所
１
階
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
補
助
額　

保
護
者
が
負
担
す

る
保
育
費
の
３
分
の
１
（
上
限

二
万
一
、
〇
〇
〇
円
）

▽
手
続
方
法　

対
象
施
設
と
締

結
し
た
利
用
契
約
書
ま
た
は
保

育
受
託
証
明
書
、
補
助
金
交
付

申
請
書
を
保
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
５
ま
で
。

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど

の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

５
月　

日
貂

１２

は
、
む
こ
う
は
ら
児
童
館
。
５

月　

日
貉
は
清
水
集
会
所
。
５

１３
月　

日
貉
は
仲
原
集
会
所
。
５

２０
月　

日
貉
は
湖
畔
集
会
所

２７
▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
４５

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

│
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

青少年健全育成方針の
基本方針と重点目標

【基本方針】
子どもたちの夢と心を育てるのは
大人の責務です。

【重点目標】
全体の取り組み
人に対する優しさ・思いやりを大
切にしよう
家庭での取り組み
優しさ・思いやりを教え、子ども
と心の通う温かな家庭にしよう
地域での取り組み
すべての大人が積極的に子どもと
関わり、地域ぐるみで子どもを守
ろう
学校での取り組み
地域の力を生かし、学校を子ども
たちとふれあえる場所にしよう

銀行 

市役所 

中央 
公民館 

中央 
図書館 

すこやか病児・ 
　病後児保育室 
（中央4－853－6） 

至新青梅街道 

至東大和市駅 

東
大
和 

市
役
所
入
口 

青
梅
街
道 

平成27年度学校公開日程一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日にちは予定です。
電話番号学校（授業）公開道徳授業地区

公開講座セーフティ教室学校名

042-561-23216月27日貍、11月7日貍、平成28年1月29日貊平成28年
1月29日貊6月27日貍第一小学校

042-561-23226月19日貊、9月26日貍、平成28年1月26日貂平成28年
1月26日貂6月19日貊第二小学校

042-561-23236月13日貍、10月30日貊、平成28年1月22日貊、2月5日貊6月13日貍5月20日貉第三小学校

042-562-19825月16日貍、6月26日貊・29日豺・30日貂、10月28日貉、12月3日
貅・4日貊・7日豺、平成28年1月21日貅、2月6日貍

平成28年
2月6日貍5月16日貍第四小学校

042-562-19816月13日貍、7月11日貍、9月5日貍、10月17日貍・28日貉、平成28
年1月16日貍、2月6日貍

平成28年
2月6日貍7月13日豺第五小学校

042-562-11586月18日貅、10月24日貍、11月18日貉、平成28年1月23日貍10月24日貍6月18日貅第六小学校

042-563-38316月20日貍、11月21日貍、平成28年2月16日貂6月20日貍平成28年
1月15日貊第七小学校

042-564-12805月8日貊、平成28年1月18日豺～22日貊、3月7日豺～9日貉6月21日豸10月31日貍第八小学校

042-564-32516月13日貍、9月4日貊、平成28年1月23日貍6月13日貍7月10日貊・
13日豺第九小学校

042-565-76176月20日貍、10月16日貊・17日貍　※学校公開は毎日6月20日貍10月17日貍第十小学校
042-561-23266月13日貍、10月28日貉、11月22日豸、平成28年2月13日貍6月13日貍4月28日貂第一中学校
042-561-23285月9日貍、10月31日貍、平成28年1月22日貊10月31日貍5月9日貍第二中学校
042-564-54115月9日貍、10月28日貉、11月21日貍、平成28年2月27日貍11月21日貍4月23日貅第三中学校
042-564-85114月20日豺～24日貊、10月27日貂～31日貍、平成28年2月15日豺～19日貊10月31日貍4月24日貊第四中学校
042-561-00505月9日貍　※学校公開は毎日10月10日貍7月8日貉第五中学校

※セーフティ教室、道徳授業地区公開講座の実施日も、学校公開しています。
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み
の
り
福
祉
園
で
は
、
在
宅

で
身
体
に
障
害
が
あ
る
方
々
に
、

社
会
適
応
訓
練
・
創
作
的
活

動
・
機
能
訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
自
立
と
社
会
参
加

を
促
進
し
、
よ
り
豊
か
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

専
門
の
講
師
や
理
学
療
法
士

に
よ
る
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

随
時
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

１８

上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方

▽
場
所　

み
の
り
福
祉
園

　

４
月
か
ら
「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
」
の
施
行
に
伴
っ
て
、

生
活
困
窮
者
の
支
援
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」
に

お
い
て
、
相
談
等
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

▽
対
象
者

�
東
大
和
市
内
に
居
住
し
て
い

る
方
で
、
失
業
等
に
よ
り
生
活

に
お
困
り
の
方

�
本
事
業
に
よ
る
支
援
が
必
要

と
さ
れ
る
方

※
住
居
確
保
給
付
金
及
び
就
労

準
備
支
援
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
資
産
収
入
要
件
が
あ
り

　

「
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体

操
」
を
普
及
す
る
活
動
（
仲
間

と
の
舞
台
発
表
や
講
師
と
し
て

体
操
を
教
え
る
活
動
等
）
を
担

っ
て
い
た
だ
く
方
を
養
成
す
る

講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

「
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体

操
」
は
転
倒
予
防
等
に
と
て
も

効
果
の
あ
る
体
操
で
、
継
続
し

て
行
う
こ
と
で
介
護
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
介
護
予
防
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方▽
日
程　

５
月
８
日
〜
６
月　
２６

日
の
毎
週
金
曜
日
（
全
８
回
）

※
８
回
の
講
座
に
全
て
参
加
で

き
る
方

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
３０

▽
場
所　

奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ

ー※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
定
員　
　

人
２０

▽
指
導
者　

東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
体
操

普
及
推
進
員
等

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
貂

２８

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
み　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
９
ま
で
。

〜
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
で
介
護
予
防
活
動
〜
 

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
 

　
　
　

普
及
推
進
員
養
成
講
座
 

　

特
別
永
住
者
の
方
で
外
国
人

登
録
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、

切
り
替
え
の
期
日
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。所
定
の
期
日
ま
で
に
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

特
別
永
住
者
の
方

※
永
住
者
、
特
定
活
動
、
そ
の

他
の
中
長
期
在
留
者
の
方
は
、

法
務
省
入
国
管
理
局
で
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

法
務
省
入
国
管
理
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①　

歳
以
上
の
方　

外
国
人
登

１６
録
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

次
回
確
認
（
切
替
）
申
請
期
間

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

�
２
０
１
２
年
７
月
９
日
か
ら

３
年
以
内
に
期
日
が
到
来
す
る

方
は
、
２
０
１
５
年
７
月
８
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い�
２
０
１
５
年
７
月
９
日
以
降

に
期
日
が
到
来
す
る
方
は
、
そ

の
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

②　

歳
未
満
の
方　
　

歳
の
誕

１６

１６

生
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

▽
申
請
受
付　

市
民
課
（
市
役

所
１
階
）

▽
必
要
な
も
の　

外
国
人
登
録

証
明
書
、
３
か
月
以
内
に
撮
影

し
た
写
真（
３
×
４
㎝
サ
イ
ズ
）、

パ
ス
ポ
ー
ト
（
お
持
ち
の
方
）

▽
手
数
料　

無
料

※
即
日
で
の
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
２
回
窓
口
に
来
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

　

市
で
は
、
葬
儀
が
華
美
に
な

る
の
を
抑
え
、
市
民
の
方
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
民
葬
儀
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
葬
儀
業
者
の
斎

場
を
安
価
で
利
用
で
き
る
斎
場

利
用
協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
方　

亡
く
な
っ

た
方
ま
た
は
葬
儀
を
行
う
方
が

市
民
で
、
市
内
も
し
く
は
近
隣

市
で
葬
儀
を
行
う
場
合

▽
料
金　

下
表
参
照
（
祭
壇
の

種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

※
料
金
に
は
、
祭
壇
の
ほ
か
に

納
棺
用
品
、骨
つ
ぼ
類
や
記
帳
、

受
付
、
焼
香
用
具
等
の
付
属

具
・ 
霊
柩 
車
料
金
を
含
み
ま
す
。

れ
い
き
ゅ
う

▽
別
料
金
と
な
る
も
の　

火
葬

料
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
写
真
、

会
葬
御
礼
状
、
御
供
物
、
生
花
、

司
会
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等

▽
申
込
方
法　

左
下
表
の
指
定

取
扱
業
者
に
直
接
「
市
民
葬
儀

で
行
い
た
い
」
と
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
料
金
は
、
葬
儀
終

了
後
に
直
接
指
定
取
扱
業
者
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
１
階
市

◎
み
の
り
福
祉
園
 

 
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
 

▽
定
員　

各
講
座　

人
（
日
常

１５

生
活
訓
練
は　

人
）

１０

▽
費
用

�
提
供
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
１

回
に
つ
き　

円
４６

※
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

�
タ
ク
シ
ー
等
に
よ
る
送
迎
サ

ー
ビ
ス
１
回
使
用
に
つ
き　

円
５４

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―　

―
１
３
８
１
、
フ
ァ
ク

０４２

５６４

ス　

―　

―
１
３
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

外国人登録 
証明書の 
切り替えの 
　　ご案内 

特別永住者 
　　　の方へ 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　

市
民
葬
儀

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

▽
相
談
支
援
内
容

�
経
済
的
な
問
題
と
合
わ
せ
て
、

精
神
的
な
問
題
、
家
庭
の
問
題

な
ど
様
々
な
ご
相
談
に
対
し
て
、

専
門
の
支
援
員
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
支
援
員
は
、
一
人

ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支

援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
他
の
専

門
機
関
と
連
携
し
て
、
解
決
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

�「
住
居
確
保
給
付
金
」
と
し
て
、

一
定
の
要
件
の
も
と
、
離
職
者

に
対
す
る
家
賃
補
助
を
行
い
ま

す
。

�
「
就
労
準
備
支
援
」
と
し
て
、

一
定
の
要
件
の
も
と
、
一
般
就

労
に
向
け
た
基
礎
能
力
の
養
成

や
、
就
労
体
験
の
機
会
提
供
な

ど
を
行
い
ま
す
。

�
「
家
計
相
談
支
援
」
と
し
て
、

家
計
の
立
て
直
し
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。

▽
窓
口
開
設
時
間　

月
〜
金
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

１５く
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階
食
堂
前

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

仕
事
や
生
活
で
お
困
り
の
方
へ
 

生
活
困
窮
者
 

　
　

自
立
支
援
制
度
 

▲「そえる」入口

　

災
害
は
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

起
こ
る
か
分
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

都
市
部
で
は
、
そ
の
被
害
が
さ

ら
に
大
き
く
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
地
域
に
最
も
身
近
な

防
災
機
関
で
あ
る
「
消
防
団
」

の
活
動
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。消
防
団
員
は
、

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
「
わ
が
街

を
災
害
か
ら
守
る
」
と
い
う
使

命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
大
和
市
消
防
団
で
は
、
こ

の
よ
う
に
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
入
団
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
で
、　

歳
以
上　

歳
未
満
の

１８

６０

消
防
団
員
を 

　
　
　
募
集 

心
身
と
も
に
健
康
な
方
。
男
女

の
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
入
団
後
の
待
遇

①
報
酬
（
年
額
）
及
び
手
当
支

給
、
公
務
災
害
補
償
制
度
有
り

②
活
動
に
必
要
な
被
服
の
貸
与

有
り

※
男
性
団
員
の
場
合
は
、
担
当

地
域
の
分
団
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

　

３
月
７
日
、
北
多
摩
西
部
消

防
署
で
、
自
治
会
及
び
事
業
所

等　

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「 
第

１８
４
回
北
多
摩
西
部
防
災
コ
ン
ク

ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
自
治
会
の
部

【
優
勝
】
む
さ
し
の
宿
舎
自
主

北
多
摩
西
部
消
防
署
 

防
災
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
実
施
結
果

防
災
会

【
準
優
勝
】
よ
つ
わ
自
治
会

【
敢
闘
賞
】
緑
ヶ
丘
第
六
自
治

会
、
残
堀
自
治
会
、
多
摩
湖
畔

自
治
会
、
東
大
和
第
一
光
ヶ
丘

自
治
会

○
事
業
所
の
部

【
優
勝
】
谷
里
保
育
園

【
準
優
勝
】
大
和
富
士
幼
稚
園

【
敢
闘
賞
】
ま
ど
か
保
育
園
、

玉
川
上
水
保
育
園

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

民
ロ
ビ
ー
、
市
民
生
活
課
（
市

役
所
３
階
）
に
あ
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

▲優勝した谷里保育園の表彰式

市民葬儀料金表

料金（税込）祭 壇 の 種 類

151,200円三 段 飾

183,600円五 段 飾

216,000円上 等 三 段 飾

259,200円上 等 五 段 飾

市民葬儀指定取扱業者一覧

電話番号所在地指定取扱業者名
0120-482-333南街 2-1-4㈱あんしん葬祭
0120-470-470南街 1-11-9㈱セレモア
042-565-4455新堀 3-13-19総合祭典
042-567-0505南街 2-115-1㈱あさひセレモニー
042-562-3012蔵敷 3-863-8㈲三礼
0120-594-419清原 2-1279-7㈱東京都民葬祭
0120-297-511芋窪 5-1127-1㈱ドリーミー

救急受診ガイド 病院？救急車？迷ったら、東京消防庁救急相談センター�♯ 7119へ / 休日や夜間の急な病気の時に、診察を行っている医療機関をテレホン
サービスでご案内します。東京都医療機関案内サービスひまわり� 03-5272-0303、ファクス 03-5285-8080（聴覚障害者専用）へ

　

社
会
福
祉
法
人
友
遊
会
が
施

設
整
備
を
行
う
（
仮
称
）
東
大

和
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
新

築
工
事
施
工
者
が
、
入
札
の
結

果
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
施
工
者　

東
急
建
設
株
式
会

社
首
都
圏
建
築
支
店
（
渋
谷
区

渋
谷
１
―　

―　

）

１６

１４

　

今
後
も
、（
仮
称
）
東
大
和
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

に
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

（
仮
称
）
東
大
和
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

　
　

新
築
工
事
の
施
工
者
が
決
定
し
ま
し
た

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
４
ま
で
。
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■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
５
月　

日
貉
午
後
１

１３

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人（
申
込
順
。４
月

２０

　

日
貅
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま

１６す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方
、

試
食
（
保
護
者
の
み
）
／
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
お
ん

ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

　

女
性
の
た
め
の
体
や
心
の
健

康
に
関
す
る
相
談
に
女
性
医
師

が
応
じ
ま
す
。

　

５
月　

日
貅
午
前　

時
〜
正

１４

１０

午
／
事
前
予
約
制
／
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー

■
１
日
１
回
は
こ
こ
ろ
の
体
温

計
で
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
！
〜

新
し
い
生
活
や
環
境
の
変
化
な

ど
で
知
ら
な
い
う
ち
に
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
〜

　

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
と
は
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
分
や
身

近
な
家
族
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を

確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
で
す
。

利
用
料
金
は
無
料
で
す
（
通
信

料
は
自
己
負
担
）。

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
「
ぽ

っ
こ
り
お
腹
改
善
！
」

　

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
て
、
夏
が
来
る
前
に
ぽ
っ

こ
り
お
腹
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

　

概
ね　

歳
未
満
の
方
／
日

６５

時
・
内
容
・
講
師
等　

左
表
の

と
お
り
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／　

人
程
度
（
申
込
順
）

２０
■
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

東
大
和
市
役
所
で
献
血
を
行

い
ま
す
。
花
粉
症
の
薬
を
服
用

し
て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
種

類
が
献
血
可
能
で
す
。
当
日
、

献
血
ス
タ
ッ
フ
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

４
月　

日
貅
午
前　

時
〜
正

３０

１０

午
、
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

１５

４５

分
／
市
役
所
北
側
駐
車
場

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。　

■
平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

２７

都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
す

　

平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

２７

都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
を
５

月
１
日
貊
に
発
送
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
／
課
税
課
土

地
資
産
税
係
・
内
線
１
０
５
７
、

家
屋
資
産
税
係
・
内
線
１
０
６

０
ま
で
。

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
な

ど
／
４
月　

日
午
前　

時
〜
正

１９

１０

午
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め
／　

人
／
介
護
の
悩
み
、

１０

情
報
交
換
な
ど
／
認
知
症
の
ご

家
族
と
同
伴
で
も
大
丈
夫
で
す

／
■費
 
　

円
（
お
茶
代
等
）
／
■問
 

１００

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め

　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
市
民
の
方
／
４
月

　

日
午
後
１
時　

分
〜
４
時
／

１９

３０

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め

／　

人
／
地
域
の
方
と
お
茶
を

１０
飲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ

う
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代
等
）
／

２００

■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同
作

業
所
連
絡
会
）
／
４
月　

日
〜

２０

　

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

２４

３０

時　

分
（　

日
は　

時
か
ら
、

３０

２０

１０

　

日
は
４
時
ま
で
）
／
市
役
所

２４１
階
市
民
ロ
ビ
ー
／
革
工
芸
品
、

手
工
芸
品
、
陶
芸
品
、
菓
子
等

の
展
示
・
販
売
／
■問
 

食
工
房
ぱ

る　

―　

―
１
４
４
１

０４２

５６７

□
レ
ク
や
昔
遊
び
を
楽
し
む
講

座（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

／
成
人
の
市
民
／
４
月　

日
・

２２

５
月　

日
午
後
２
時
〜
４
時
／

２７

中
央
公
民
館
／　

人（
申
込
順
）

３０

／
出
会
い
の
ゲ
ー
ム
、
南
京
玉

す
だ
れ
、昔
遊
び（
必
要
な
道
具

は
お
貸
し
し
ま
す
）／
■講
 

高
木
住

子
／
■申
 

４
月　

日
ま
で
に
飯
坂

２１

　

―
３
９
０
３
―
０
７
３
６
へ
。

０９０□ 
Ｖ
ｉ
ａ   
Ｎ
о
ｖ
ａ 
演
奏
会

ヴ

ィ

ア
 

ノ

ヴ

ァ

（
女
声
合
唱
団
Ｖ
ｉ
ａ  
Ｎ
о
ｖ

а
）
／
４
月　

日
午
後
２
時
〜

２９

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用

（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

４
時
（
１
時　

分
開
場
）
／
ハ

３０

ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
指
揮：

松
井

眞
之
、
ピ
ア
ノ：

阿
部
佳
代
子

／
■費
 

千
円
／
■問
 

菊
地　

―　

―

０４２

５６６

０
９
０
０

□
公
開
医
学
講
座
『
病
院
と
在

宅
を
つ
な
ぐ
「
か
か
り
つ
け
老

健
」
〜
楽
し
く
学
ぼ
う
！
介
護

予
防
体
操
（
実
演
）
〜
』（
社
会

医
療
法
人
財
団
大
和
会
）
／
５

月
２
日
午
後
３
時
〜
４
時
／
東

大
和
病
院
／
■講
 

西
口
多
喜
子
、

島
田
啓
史
／
申
込
不
要
／
■問
 

大

和
会
法
人
本
部
広
報
企
画
課　
０４２

―　

―
８
３
０
７

５６７
□
テ
ニ
ス
大
会
〔
団
体
戦
〕（
テ

ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
（
中
学
生
以
上
）
で

６
人
以
上
の
ダ
ブ
ル
ス
３
ペ
ア

（
女
性
チ
ー
ム
、
男
女
混
成
チ

ー
ム
可
）
／
５
月　

日
午
前
８

３１

時　

分
〜
午
後
６
時
（
予
備
日

２０
６
月　

日
）
／
上
仲
原
公
園
テ

２８

ニ
ス
コ
ー
ト
／
■費
 

１
チ
ー
ム
八

千
円
、
中
学
生
二
千
円
、
高
校

生
三
千
円
、
加
盟
団
体
五
千
円

／
■申
 

５
月
８
日
ま
で
に
市
民
体

育
館
に
あ
る
台
帳
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
／
■問
 

テ
ニ
ス
連
盟
メ

ー
ル hyt@

hytennis.org

□
第　

回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

７８

ニ
ス
大
会
〔
団
体
戦
〕（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
で
中

学
生
以
上
の
方
／
５
月　

日
午

１７

前
８
時
〜
午
後
６
時
（
予
備
日

６
月
７
日
）
／
上
仲
原
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
／　

人
（
申
込
順
）

６０

／
男
女
別
１
チ
ー
ム
６
人
の
ク

ラ
ス
分
け
団
体
戦
／
■費
 

１
チ
ー

ム
三
千
円
／
■申
 

５
月
８
日
ま
で

に
貴
島　

―　

―
１
８
５
７
へ
。

０４２

５１１

□
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集
（
音
楽
連
盟
）
／

　

歳
ま
で
の
方
／
６
月　

日
午

３０

１３

後
４
時
か
ら
／
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー

ル
／
ク
ラ
ッ
シ
ク
音
楽
演
奏
／

審
査
会
が
あ
り
ま
す
／
■費
 

八
千

円
（
人
数
・
時
間
に
よ
り
変
わ

り
ま
す
）
／
■申
 

５
月
８
日
ま
で

に
安
永　

―　

―
９
４
３
３
へ
。

０４２

５６２

□
自
然
観
察
会
「
春
の
花
を
見

よ
う
」（
環
境
を
考
え
る
会
）
／

５
月　

日
午
前
９
時　

分
〜
午

１０

３０

後
０
時　

分
（
雨
天
中
止
）
／

３０

郷
土
博
物
館
前
集
合
／
狭
山
丘

陵
・
東
大
和
公
園
を
散
策
、草
花

観
察
／
■講
 

廣
井
敏
男
／
■持
 

飲
み

物
／
■問
 

原　

―　

―
０
９
９
７

０４２

５６３

□
第　

回
み
ん
な
の
家
ま
つ
り

２２

作
品
市
（
み
ん
な
の
会
）
／
５

月　

日
午
前　

時
〜
午
後
２
時

１７

１０

／
バ
ザ
ー
品
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
（
古
着
、
人
形
、
大
型
家

具
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
／
■問
 

第
二
み
ん
な
の
家　

―　

―
０

０４２

５６７

２
６
７

□
自
彊
術
会
員
募
集
（
花
水
木
）

／
市
民
の
方
／
毎
週
木
曜
日
午

前
９
時　

分
〜　

時　

分
／
市

３０

１１

３０

民
体
育
館
／
健
康
体
操
／
■入
 

千

円
／
■月
 

二
千
円
／
■問
 

塚
野　

―
０４２

　

―
３
４
２
０

５６１□
憲
法
週
間
行
事
「
模
擬
調
停
」

（
東
京
地
方
裁
判
所
立
川
支
部
）

／
５
月　

日
午
後
２
時
〜
４
時

１３

／　

人
（
申
込
順
）
／
模
擬
調

５０
停
の
傍
聴
／
■申
 

５
月
８
日
ま
で

に
東
京
地
方
裁
判
所
立
川
支
部

　

―　

―
０
２
９
７
へ
。

０４２

８４５

□
都
立
小
平
西
高
等
学
校
公
開

講
座
「
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
」
／
都
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
成
人
で
中
級
以

上
の
方
／
５
月　

日
、
６
月
７

２４

日
・　

日
、
７
月
５
日
・　

日

２８

２６

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

３０

分
／
■費
 

三
千
三
百
五
十
円
（
受

講
料
、
保
険
代
）
／　

人
（
応

２０

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
／
■申
 

５
月
８
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
申

請
で
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
公
開
講
座
担
当
宛
へ
／

■問
 

同
校
経
営
企
画
室　

―　

―

０４２

３４５

１
４
１
１

休日急患診療所

　

現
在
も
１
日
に
約　

人
の
方

６０

が
結
核
と
診
断
さ
れ
、
都
内
で

は
年
間
約
３
千
人
の
方
が
発
病

し
て
い
ま
す
。
多
く
は
感
染
後

６
か
月
か
ら
２
年
で
発
病
し
ま

す
が
、
感
染
後
長
い
年
月
を
経

て
か
ら
発
病
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
免
疫
を
抑
え
る
薬
等

を
使
用
し
て
い
る
方
や
、
抵
抗

力
の
低
い
乳
幼
児
が
か
か
る
と
、

重
症
化
し
、
命
に
か
か
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

長
引
く
咳
や 
痰 
等
の
症
状
が

た
ん

見
ら
れ
る
場
合
は
、
検
診
を
待

た
ず
に
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
在
住
で
、　

歳
以
上
の

６５

方
／
受
付
時
間　

午
前
９
時　
１５

分
〜　

時　

分
／
撮
影
時
間

１０

４５

午
前
９
時　

分
〜　

時
／
当
日

３０

１１

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

�
１
年
度
に
１
回
ま
で
の
受
診

と
な
り
ま
す
。

�
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
の
装
飾
品
、

ボ
タ
ン
や
金
属
の
つ
い
た
衣
類
、

下
着
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

�
上
半
身
は
脱
ぎ
着
し
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
放
射
線
）
撮

影
と
な
り
ま
す
。
他
の
放
射
線

を
使
用
し
た
検
査
を
受
け
る
予

定
の
あ
る
場
合
は
、
時
期
等
を

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

　

５
月
の
診
療
日
及
び
担
当
歯

科
医
院
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
５
月
４
日
豺
／
原
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
／
中
央
３
―　

―
８５４

１
（
�　

―　

―
０
５
５
４
）

０４２

５６４

�
５
月
５
日
貂
／
竹
下
歯
科
医

院
／
上
北
台
１
―　

―　

（
�

８８６

２８

　

―　

―
０
４
１
８
）

０４２

５６４

�
５
月
６
日
貉
／
山
崎
歯
科
医

院
／
向
原
６
―
１
１
８
０
―
１

（
�　

―　

―
８
８
８
９
）

０４２

５６４

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
内
容　

歯
科
応
急
診
療

祝
日
等
 

　

歯
科
応
急
診
療

▽
持
ち
物　

保
険
証
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
乳
幼

児
医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
受
診
前
に
、
必
ず
歯
科
医
療

機
関
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
の
た
め
、
毎
回
実
施

場
所
が
異
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

結
核
住
民
検
診
 

　
　
（
検
診
車
）

� ����������������������������������������

中央 
図書館 

中央 
公民館 

東大和市役所 

銀行 

新青梅街道 

東大和市駅 

保健 
センター 

市役所通り 

原デンタルクリニック 

携帯電話で上図のＱ
Ｒコードを読み取る
ことで利用できます。

持ち物等内容（講師）日時
健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具

医師の講話（林秀和
氏）、骨密度測定（保
健師）

5月14日貅
午後1時30分

～4時
健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、エプ
ロン、三角巾

栄養講話と調理実習
（栄養士）

5月21日貅
午前9時30分
～午後0時30分

健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、飲み
物、動きやすい服装

運動の実技と講話（運
動指導士）、お口の体
操（歯科衛生士）

5月27日貉
午後1時30分

～4時

〈平成27年度 結核住民検診日程〉
期間日程

清原市民センター5月12日貂
保健センター6月9日貂
狭山公民館9月15日貂
保健センター10月6日貂
湖畔集会所平成28年1月26貂
保健センター平成28年2月23貂

銀行 

向原六丁目 
（西武） 

コ
ン
ビ
ニ
 

山崎歯科医院 

青
梅
街
道
 

用水
北通
り 

東大和市駅 
住宅機器 
販売店 

郵便局 

上 
北 
台 

新青梅街道 
東大和警察 

北多摩西部 
消防署 

竹下歯科医院 

休日と祝日の急患診療を行います／内科・小児科／午前 10時～ 11時 45分、午後 1時～ 3時 45分／休日急患診療所（立野 1 -1034-2）
� 042-564-8181／保険証をお持ちください。なお、障 受給者証、乳 医療証、子 医療証等をお持ちの方は一緒にお持ちください。
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■
農
地
管
理
に
ご
協
力
を

　

農
地
は
、
農
作
物
を
生
産
す

る
か
け
が
え
の
な
い
場
所
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
農
地
の

管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ　

農
地
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
な
ど
ご

み
を
投
げ
捨
て
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
畑
に
柵
が

な
い
か
ら
と
い
っ
て
勝
手
に
入

っ
た
り
、
犬
を
放
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
／
農
家

の
方
へ　

耕
作
を
行
わ
ず
雑
草

を
繁
茂
さ
せ
た
り
、
耕 
耘 
だ
け

う
ん

で
作
付
け
を
行
わ
な
い
と
、
近

隣
の
農
地
や
住
民
の
方
へ
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
な
管
理
を
し
ま
し
ょ

う
。
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的

に
利
用
（
転
用
）
す
る
に
は
、

農
地
転
用
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
農
地
は
国
や
東
京

都
が
借
り
る
な
ど
法
律
に
定
め

の
あ
る
場
合
を
除
き
、
許
可
を

受
け
な
い
と
貸
し
借
り
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
お
近
く
の

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
０
７
２
ま
で
。

■
祝
日
の
ご
み
収
集

　

４
月　

日
貉
は
祝
日
で
す
が
、

２９

ご
み
等
の
収
集
は
通
常
ど
お
り

行
い
ま
す
／
ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
手
話
講

習
会
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

高
校
生
以
上
の
方
／
初
級
ク
ラ

ス
は
５
月　

日
貅
か
ら
、
中
級

２１

ク
ラ
ス
は
５
月　

日
貂
か
ら
、

１９

上
級
ク
ラ
ス
は
５
月　

日
貉
か

２０

ら
／
共
に
昼
・
夜
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
／
５
月　

日
貅
に
合
同

１４

開
講
式
を
開
催
し
ま
す
／
時
間

昼
コ
ー
ス
は
午
前
９
時　

分
〜

３０

　

時　

分
、
夜
コ
ー
ス
は
午
後

１１

３０

７
時
〜
９
時
／
社
会
福
祉
協
議

会
ほ
か
／
各　

人
／
三
、
三
六

３０

〇
円
か
ら
／
申
込
方
法　

募
集

要
項
を
確
認
し
、
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

４
月　

日
貊
ま
で
に
社
会
福
祉

２４

協
議
会
（
〒　
　

東
大
和
市
中

２０７-
００１５

央
３
―　

―
３
、
�　

―　

―

９１２

０４２

５６４

０
０
１
２
、
フ
ァ
ク
ス　

―　
０４２

５６４

―
３
６
８
０
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
と
申
込

書
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
で
き
ま
す
／
社
会
福
祉
協

議
会
�　

―　

―
０
０
１
２
へ
。

０４２

５６４

〈
一
般
書
〉

�
医
者
に
聞
け
な
い
検
査
値

の
ホ
ン
ト      
岡
田 
正
彦 
著

�
暮
ら
し
を
楽
し
む
雑
木
の

庭　
　

朝
日
新
聞
出
版 
編
著

�
実
践
！
「
や
じ
う
ま
広
報

塾
」           
島
谷 
泰
彦 
著

�
ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
作
り
方

大
内 
孝
子 
編

�
指
揮
官
の
流
儀勒 

貴
裁 
著

�
全
国　

ヵ
所
！
戦
国
武
将

２０４

巡
礼
ガ
イ
ド
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

釘
宮 
有
貴
子 
編
集

〈
児
童
書
〉

�
平
和
を
考
え
る
戦
争
遺
産

図
鑑安

島 
太
佳
由 
写
真
・
著

�
お
か
し
の
ま
ち

青
山 
邦
彦 
作
・
絵

�
リ
リ
コ
は
眠
れ
な
い

高
楼 
方
子 
作

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　4月30日（木） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 過年度分第1期分 

・介護保険料 過年度分第1期分 

・後期高齢者医療保険料 過年度分第1期分 

～「＋ 10」（プラステン）で健康増進～　
　普段から元気に身体を動かすことで、糖
尿病、心臓病、脳卒中、がん、ロコモティ

ブシンドローム（運動器症候群）、うつ病、

認知症などのリスクを下げることができま

す。今より １０分多く毎日身体を動かす「＋

 １０ 」で「からだの健康」、「高齢期の健康」

が促進されます。

　まずは、１日の中で「＋１０」できそうな

ところを探してみましょう。家事、仕事、

通勤など日常の合間に身体を動かすチャン

スが意外と多いものです。「＋ １０ 」のため

のアイデアをご紹介します。

◎回数を増やす

①いつも掃除していないところをこまめに

掃除する②孫や子どもと遊ぶことも立派な

運動になります。こまめに遊ぶ時間を作っ

てみましょう③友人や昔の同僚に会うなど、

外に出る用事を増やしましょう

◎距離を伸ばす

①普段よりも遠くのスーパーまで歩いて買

い物に行くことで、運動量も自然と増えま

す②いつもと同じ散歩道ではなく、たまに

は遠回りをしてみましょう③通勤時に一駅

多く歩いてみましょう

◎いつもと違う場所へ

①気軽に運動に親しめるよう、地域の公園

や運動施設を活用しましょう②自治会のイ

ベントや地域のサークルなど運動できる機

会を探して参加してみましょう③自然に触

れながら歩き、身体だけでなく心もリフレ

ッシュしましょう

　まずは気軽にできることから、無理せず、

自分のペースでおこない、健康のための一

歩を踏み出しましょう。

　健康に関する相談・問合せは、市立保健

センター（�０４２-５６５-５２１１）まで。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

嘱
託
職
員
募
集

職
種　

一
般
事
務
・
経
理
事
務

／
応
募
要
件　

事
務
処
理
及
び

経
理
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

操
作
が
で
き
る
方
／
採
用
予
定

人
数　

１
人
／
採
用
期
間　

平

成　

年
５
月
１
日
〜
平
成　

年

２７

２８

３
月　

日
（
規
定
に
よ
り
更
新

３１

あ
り
）
／
勤
務
時
間　

月　

日
１６

で
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

１５年
末
年
始
は
除
く
）
／
報
酬

時
給
一
、
二
七
〇
円
（
規
定
に

よ
り
交
通
費
の
支
給
あ
り
）
／

社
会
保
険
等　

社
会
保
険
及
び

雇
用
保
険
に
加
入
／
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

職
務
経
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
４
月　

日
貉
ま
で
に
シ

２２

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
原
則

と
し
て
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）
／
募
集
要
項
は
当
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
で
配
布
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
／
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
０
５

０４２

５６５

３
１
へ
。

■
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校
〜

創
業
よ
ろ
ず
個
別
相
談
会

　

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
創

　

東
大
和
市
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
を
対
象
に
、
東
京
都

国
保
連
合
会
「
国
保
温
泉
セ
ン

タ
ー
」
割
引
利
用
券
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

▽
利
用
対
象
施
設　

檜
原
村

「
数
馬
の
湯
」、奥
多
摩
町
「
も

え
ぎ
の
湯
」、あ
き
る
野
市
「
瀬

音
の
湯
」、日
の
出
町
「
つ
る
つ

る
温
泉
」

▽
利
用
方
法　

割
引
利
用
券
を

提
出
し
、
各
施
設
の
割
引
後
の

利
用
料
金
等
を
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

▽
利
用
期
限　

平
成　

年
３
月

２８

　

日
３１▽

配
布
場
所　

保
険
年
金
課

（
市
役
所
１
階
）
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
必
ず
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
１
枚
で
３
人
ま
で
利
用
可
。

な
お
、
割
引
利
用
券
は
一
定
数

用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、
在
庫

が
無
く
な
り
次
第
配
布
は
終
了

と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
３
ま
で
。

業
を
目
指
し
て
い
る
方
、
飲
食

店
の
経
営
者
、
顧
客
開
拓
に
取

り
組
ん
で
い
る
経
営
者
／
４
月

　

日
貉
・　

日
貉
・　

日
豺
午

１５

２２

２７

前
９
時　

分
か
ら
、　

時
か
ら
、

３０

１１

午
後
１
時
か
ら
、
２
時　

分
か

２０

ら
、
３
時　

分
か
ら
（
１
時
間

４０

以
内
）
／
事
前
申
込
制
／
中
小

企
業
大
学
校
東
京
校
東
大
和
寮

３
階
（
東
大
和
市
桜
が
丘
２
―

　

―
５
）
／
申
込
方
法
等
の
詳

１３７細
は
、「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
／
中
小

企
業
大
学
校
東
京
校
ビ
ジ
ネ
ス

ト
担
当
�　

―　

―
１
１
９
５

０４２

５６５

へ
。

国
保
温
泉
セ
ン
タ
ー

　

割
引
利
用
券
を
配
布

■
南
原
堤
桜
ま
つ
り

　

雄
国
山
麓
の
裾
野
に
広
が
る

「
南
原
堤
」
で
は
、
す
ば
ら
し

い
景
色
と
桜
が
楽
し
め
ま
す
。

野
趣
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。 喜多方市に 

出かけよう！ 

友好都市 

イベント情報 

▽
開
催
日
時　

４
月　

日
豸

２６

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

▽
開
催
場
所　

喜
多
方
市
塩
川

町
五
合
南
原
堤

▽
問
合
せ　

南
原
堤
桜
祭
り
実

行
委
員
会
（
喜
多
方
市
塩
川
総

合
支
所
産
業
課
内
）
�
０
２
４

１
―　

―
２
１
２
２
へ
。

２７

■
日
中
線
記
念
館
桜
ま
つ
り

　

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
駅
舎
と

桜
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
期

間
中
の
午
後
６
時　

分
〜
午
後

３０

９
時
ま
で
、
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

４
月　

日
貂
〜

２８

５
月
３
日
（
祝
日
）

▽
開
催
場
所　

日
中
線
記
念
館

周
辺

▽
問
合
せ　

熱
塩
駅
よ
み
が
え

ら
せ
隊
（
喜
多
方
市
熱
塩
加
納

総
合
支
所
産
業
課
内
）
�
０
２

４
１
―　

―
２
１
１
５
へ
。

３６

�
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kitakata-kanko.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

� �������������������������

������������������������������������
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●三宅太鼓と石見神楽―ふる
さと 祭りの音―

　東京のしょ島部、三宅島に
ルーツを持ち、力強く、グル

チケット発売中の自主事業

ーヴ感のある和太鼓と、日本
の神話を題材とした石見神楽
の 絢爛 豪華な神々の舞を一度

けんらん

にご堪能いただけます。ぜひ
ご覧ください。
　５月２４日 豸午後４時開演／
大ホール 全席指定／３,000円
（友の会２,７００円）
●本格的！和太鼓ワークショ
ップ
　三宅太鼓の魅力を体感でき
ます！
　４月２６日 豸①午前１０時～正
午②午後１時３０分～３時３０分
／ リハーサル室 ／ １,０００円／定
員　各回１５人（申込順）／講
師　三宅島芸能同志会
●レセプショニスト講座
　立ち居振る舞いやサービス
の基本マナーを学ぶ講座です。
　５月１６日 貍午後２時から／
小ホール ／５００円／ 定員   ２０人
（申込順）
〈ワークショップ・講座の申
込み〉
　窓口または往復ハガキでお
申し込みください。

 

●サーカス コンサート2015 
　６月１３日 貍午後４時開演／
大ホール 全席指定／３,000円
（友の会２,７００円）、シニア券
 １,５００円 ／ チ ケ ッ ト は、４ 月１７日
 貊から電話予約の受付を、１８
日貍から窓口での発売を開始。

 

●うまかんべぇ～祭　プレイ
ベント！
　４月２９日（祝日）／正午開
演／入場無料／出演　Ring
－Trip（松下亜樹、山本香澄、
賀澤りえ奈）／“うまべぇ”
も応援しに来ます！

 

　市民を対象とした調整会議
は５月１日貊午後１時３０分か
ら行います。

新規に発売する自主事業

ロビーコンサート

５月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引

制
度
（
現
金
払
い
）
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
一
定
期

間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め

る
こ
と
で
、
割
引
と
な
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成

　

年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
、

２７１
年
度
分
（　

か
月
分
）
を
現

１２

金
で
前
納
す
る
と
「
三
、
三
二

〇
円
」
の
割
引
（
１
年
度
分
の

保
険
料
額
一
八
万
七
、
〇
八
〇

円
が
一
八
万
三
、 七
六
〇
円
へ
）。

６
か
月
分
を
現
金
で
前
納
す
る

と
「　

円
」
の
割
引
（
６
か
月

７６０

の
保
険
料
額
九
万
三
、
五
四
〇

円
が
九
万
二
、
七
八
〇
円
へ
）。

※
１
年
度
分
・
６
か
月
分
前
納

用
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に

発
送
し
ま
し
た
。

※
１
年
度
分
（　

か
月
分
）・
６

１２

か
月
分
前
納
の
お
支
払
い
期
限

は
平
成　

年
４
月　

日
で
す
。

２７

３０

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１

年
度
分
（　

か
月
分
）
や
６
か

１２

月
分
だ
け
で
は
な
く
、
任
意
の

月
分
か
ら
年
度
末
ま
で
の
分
を

前
納
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
場
合
、
別
に
納
付
書
が
必

要
で
す
の
で
、 立
川
年
金
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
方
へ

〜　

年
に
延
長
さ
れ
て
い
る
後

１０
納
制
度
が
平
成　

年
９
月
末
で

２７

終
了
し
ま
す
〜

　

過
去　

年
以
内
に
国
民
年
金

１０

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方

は
、
申
し
込
み
に
よ
り
、
平
成

　

年　

月
か
ら
平
成　

年
９
月

２４

１０

２７

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
が
過
去
２
年
か

ら　

年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

１０
こ
れ
を
「
後
納
制
度
」
と
い
い

ま
す
（
過
去
２
年
以
内
の
未
納

分
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
後
納
制

度
を
利
用
し
な
い
で
納
付
可
）。

※　

年
に
延
長
と
は
、
納
め
よ

１０
う
と
す
る
月
前　

年
以
内
の
期

１０

間
で
す
。

（
例
）
平
成　

年
４
月
分
の
場

１７

合
↓
平
成　

年
４
月
末
ま
で
納

２７

付
可
能
と
な
り
ま
す
。

▽
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
、

２０

６０

　

年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間

１０

（
納
付
・
免
除
以
外
）
や
未
加

入
期
間
が
あ
る
方

②　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
、

６０

６５

①
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中

に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

③　

歳
以
上
の
方
で
、
年
金
受

６５
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の

方
な
ど

※　

歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎
年

６０
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
申

し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
０
５
７
０
―　

―　
０１１

０５０

ま
た
は
立
川
年
金
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
（
月
曜
日

１５

は
午
後
７
時
）

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２８年５月大・小ホール
平成２８年１１月その他の施設

12年間継続したエチオピア支援
　　

　毎月第一日曜日に、多摩湖自転車道を走る市民
ランナーに給水・タイム・完走賞を提供し、その
参加費を世界最貧国の一つであるエチオピアの
孤児院へ寄付をする活動をしています。12年前か
らボランティアで毎年エチオピアを訪問し、マラ
ソンランナーの指導の支援と孤児院の支援を続
けてきました。
　以前は協力していただける企業もあり、充実し
た支援ができていましたが、東日本大震災後は企
業に頼らず自力で支援金を集めています。指導
の支援をしているチームの女子選手ベルハネ・ディ
ババ選手は、今年２月の東京マラソンで優勝しま
した。優勝賞金でベルハネ・ディババ選手はホテ
ルを建て、雇用の少ないエチオピアで雇用を増や
すことにしました。
　今年は、１年間で集まった支援金と子供服と文
具を持ち、２月に２週間エチオピアに行きました。
12年も通うと、道路は増え、街も活気が出てきま
した。以前はほとんどの人が裸足でしたが、現在
首都アディスアベバでは裸足の人は少なくなり
ました。今年は国で初めて高速道路が開通し、ま
た電車の線路の工事が行われていました。エチオ
ピアでは、電車の話題に 錺 れ「日本には、電車が

あふ

あるのか」と聞かれることが度々ありました。　
　しかし、道路・ホテル・電車とどんどん街の姿
が変わっていく中、いまだに下水・水道・ガスは
全く手が付けられていません。ホテルでも２週間
中３日間は全く水が出ず、バケツの水で生活しま
した。一般家庭では、毎日水を探しに山に出かけ
る係と毎日山へ薪を取りに行く係が必ずいます。
　街全体の見かけは年々良くなっています。しか
し、人々の生活はあまり変わりません。路上生活
者などは、12年前からあまり変わらないように見
えます。高速道路・ホテル・電車の前にやるべき
ことがたくさんあるように感じました。
　日本で暮らしている私も、少し原点に返り、
「生活する上で何が必要か」と考えてみたいと思
いました。　　　　  　  　（市民記者　大隈広貴）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ
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古紙含有率 70％再生紙を使用しています

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

東やまと市報『電子書籍版』
　

　東やまと市報が『TAMA ebooks』（たまイーブッ
クス）で電子書籍として読むことができます。
　 『TAMA ebooks』は、東大和市を含む多摩に特化
した電子書籍ポータルサイトです。パソコンやスマ
ートフォン、タブレット端末などで、無料で読むこ
とができます。『TAMA ebooks』で検索してください。
�問合せ　秘書広報課・内線 1411 まで。
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